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　いよいよ今年も桜の季節本番。毎
年、町内各所でも美しい桜を見るこ
とができます。家族や友人とお花見
に出掛けてみてはいかがでしょうか。

近
づ
く
桜
色
の
春
―



加藤アプリさん、２年間の活動が終了

農
業
で
住
み
ま
す
芸
人
と
は
？

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
町
と

㈱
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
共
同
実
施
し

て
き
た
「
農
業
で
住
み
ま
す
芸
人

in
湯
梨
浜
」
事
業
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
任
命
さ
れ
た
若
手
芸
人

の
加
藤
ア
プ
リ
さ
ん
が
、
農
業
に

従
事
し
な
が
ら
、
町
の
Ｐ
Ｒ
や
農

業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
さ
ん
の
指
南
役
を
務
め

た
の
は
、
全
国
区
の
知
名
度
を
誇

る
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
笑
い
飯
」
の

哲
夫
さ
ん
。
定
期
的
に
来
町
し
、

ア
プ
リ
さ
ん
と
共
に
農
作
業
を

行
っ
た
ほ
か
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
席
や
梨
を
利
用
し
た
６
次
化

商
品
の
考
案
な
ど
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
高
い
発
信
力
を

生
か
し
て
、
町
の
魅
力
を
全
国
へ

宣
伝
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

町
に
お
け
る
２
人
の
活
動
は
、

今
年
の
３
月
を
も
っ
て
終
了
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ

ン
ト
が
３
月
４
日
、
多
世
代
交
流

セ
ン
タ
ー
ゆ
る
り
ん
館
で
開
催
さ

　平成 29 年４月から「農業で住みます芸人 in 湯梨浜」と
して活動をしてきた加藤アプリさんの活動が３月で終了。
これに合わせた最後のイベントが３月４日に行われ、アプ
リさんと指南役の「笑い飯」哲夫さんが、２年間の活動内
容やアプリさんの今後についての報告などを行いました。

れ
、
平
日
の
昼
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
宮
脇
正
道
町

長
が
感
謝
の
思
い
を
述
べ
た
後
、

２
人
に
よ
る
活
動
報
告
を
実
施
。

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
流
れ
る
写
真

を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
解
説
し

な
が
ら
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
爆
笑

ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
町
職
員
や
ア
プ
リ

さ
ん
が
生
活
を
送
っ
て
い
た
家
の

大
家
さ
ん
が
２
人
へ
花
束
を
贈
り
、

２
年
間
の
活
動
を
た
た
え
ま
し
た
。

気
に
な
る
ア
プ
リ
さ
ん
の
今
後

　

ア
プ
リ
さ
ん
は
、
倉
吉
市
に
住

所
を
移
し
て
「
鳥
取
県
住
み
ま
す

芸
人
」
と
し
て
活
動
を
開
始
。
同

時
に
、
倉
吉
市
内
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
工
場
で
販
売
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

も
従
事
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

▽�

群
馬
、
新
潟
、
沖
縄
な
ど
、
全
国
の
農
業
学
校
な

ど
で
「
移
住
芸
人
に
よ
る
、
二
十
世
紀
梨
育
成
発
表

講
演
会
」
を
開
催

▽�

収
穫
し
た
梨
を
「
笑
い
飯
哲
夫
と
加
藤
ア
プ
リ
が
挑

戦
し
た
梨
」
と
名
付
け
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
販
売

▽
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
開
催

【
そ
の
他
】

▽�

湯
梨
浜
夏
ま
つ
り
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
の
各
種
大
会
、
敬
老
会
、
湯
梨
浜

芸
能
大
会
な
ど
で
司
会
を
担
当

▽�

東
郷
小
学
校
３
年
生
の
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
、
久
見
地
内
の
古
木
「
百
年

樹
」
で
梨
を
栽
培　
　

    　
　
　

 

な
ど

←「笑い飯」哲夫さん
プロデュースの土産品

▽�

「
農
業
で
住
み
ま
す
芸
人
in
湯
梨
浜
」
に
任
命
、

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
辞
令
交
付

▽�

宮
内
地
内
の
「
哲
夫
農
園
」
で
梨
栽
培
開
始

▽�

「
哲
夫
農
園
」
で
収
穫
し
た
梨
を
東
京
や
大
阪
の
吉

本
劇
場
な
ど
で
販
売

▽�

「
笑
い
飯
」哲
夫
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
土
産
品「
い

ろ
い
ろ
入
っ
て
飽
き
な
し
バ
ー
」
な
ど
を
開
発

▽�

１
年
間
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
「
二
十
世
紀
梨
育

成
発
表
お
笑
い
ラ
イ
ブ
」
開
催

▽�

牛
骨
を
ベ
ー
ス
に
、
ヒ
ラ
メ
、
シ
ジ
ミ
か
ら
だ
し
を

と
っ
た
「
ゆ
り
は
ま
ト
リ
プ
ル
ラ
ー
メ
ン
」
開
発

ゲームなどの司会進行はお手の物

加
藤
ア
プ
リ
さ
ん
２
年
間
の
足
跡

感謝を込めて「ありが東郷！」
【問い合わせ】

役場産業振興課（℡ 35-5384）

花束を手にする２人
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　湯梨浜で過ごした２年間
はあっという間でしたが、
非常に濃い時間を過ごすこ
とができました。
　皆さんと仲良くなるに連
れ「いつまでいるんだー」
などと、笑いながらいじっ
てもらえることが増え、芸
人としてとてもありがた
かったです。
　農業はもちろん、イベン
トの参加などを通して多く
の場数を踏むことができま
した。湯梨浜は私を育てて
くれた町。心からありがと
うごう（東郷）ざいます。

　この事業を通じてアプリ
君に初めて会った頃は「芸
人としても農家としてもま
だまだだなあ」と思ってい
ました。ですが、町に住ん
で少しした頃にはすっかり
農家の顔。加えて、掛け合
いやトークの腕も格段に上
達していました。町民の皆
さんにしごかれてきたんだ
なと実感しました。
　そして、僕のトーク力もい
かついくらいの大成長を遂
げました。今後もちょいちょ
い鳥取に遊びに来ますので、
よろしくお願いします！

Interview ～活動を終えて～

加藤アプリさん 「笑い飯」哲夫さん

❶ ❷

❺

❸

❹

【写真】アプリさんの師匠である寺地政明さ
ん（宮内）の農園にオープンした「哲夫農
園」。農業生活はここからスタート②子ど
もと一緒にアプリさんのギャグ「FRESH！」
を披露③とまり夏まつりの司会では、町民
との軽快なやりとりを見せてくれました④
初収穫した梨を皮ごと丸かじり⑤哲夫さん
と一緒にまん丸に実った梨を収穫
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※事故や道路の陥没、水道の
漏水、その他緊急時は、役場（℡
35-3111）までご連絡ください。
連休中でもご対応いたします。

―役場閉庁日―
４月27日（土）～
５月６日（月・振休）

連休中のごみの処理

各種受付窓口の開設

4/27
( 土）

4/28
（日）

4/29
（月・祝）

4/30
（火・祝）

5/1
（水・祝）

羽合地域 － － － 可燃 －
東郷・花見地域 － － － － 可燃
舎人・松崎地域 － － － 可燃 －
泊地域 可燃 － － － 可燃

5/2
（木・祝）

5/3
（金・祝）

5/4
（土・祝）

5/5
（日・祝）

5/6
（月・振休）

羽合地域 可燃 － － － －
東郷・花見地域 － － － － －
舎人・松崎地域 － － － － 可燃
泊地域 － － － － －

【問い合わせ】役場町民課（℡ 35-5318）、
ほうきリサイクルセンター（℡ 26-9890）

通常収集日とは
異なりますので
ご注意ください。

■開設日時　５月１日（水・祝）８時 30 分～ 17 時 15 分
■開設場所　役場町民課（本庁舎）
■�取扱業務　証明書発行（住民票の写し、戸籍謄本・抄本、印鑑登録証明書、税証明）、

税金・保険料・保育料・上下水道料金の支払い受け付け（納付書が必要）、戸籍届
け出の預かり

■�注意事項　▽転入・転出・転居などの住民異動の手続き、印鑑登録、マイナンバー関
係の受け付けは行いません。▽戸籍届け出は預かりとなります。受理証明書などの発
行は連休明けの５月７日（火）から約１週間後以降に役場町民課または各支所で手続
きをしてください。▽お越しの際は、本人確認ができる書類を持参してください。

【問い合わせ】
役場町民課（℡ 35-5319）

※連休中のほうきリサイクルセンターへの個人搬入（有料）については、
以下の日程のみ受け付けが可能です。
■受付日時　▽５月１日（水・祝）、２日（木・祝）８時 30 分～ 16 時
　▽５月６日（月・振休）８時 30 分～ 11 時 30 分

　５月に控えた天皇陛下の皇位継承（御代替わり）に伴う連
休中の窓口などの各種対応は、次のとおりです。必要な手続
きなどはあらかじめご確認の上、事前にお済ませください。
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こども園の開園 【問い合わせ】
役場子育て支援課（℡ 35-5325）

施設名 開園日
はわいこども園 ４月 30 日（火・祝）
あさひこども園 ５月１日（水・祝）
とうごうこども園 ５月２日（木・祝）
ながせこども園 ５月１日（水・祝）、２日（木・祝）

休日預かり事業・ファミリーサポートセンター
休日預かり事業　
日曜・祝日に仕事や家庭の都合でお子さんを保育するこ
とができない場合にお預かりし、保育を行う事業です。
■場所　（社）敬仁会「ババール園」（倉吉市山根）
■対象児　生後２カ月～小学校就学前のお子さん

４月分上下水道料金の納期眼・口座振替
■納付書発行日　４月 18 日（木）
■納期限および口座振替日　５月７日（火）
■�注意事項　連休により、５月は検針日が通常月より遅

くなるため、上下水道料金が変動する場合があります。
■問い合わせ　役場建設水道課　
　上水道係（℡ 35-5328）
　下水道係（℡ 35-5329）

その他の施設情報
町立図書館、しおさいプラザとまり、羽合図書館
■開館日　４月 27 日（土）～５月６日（月・振休）
※５月７日（火）、８日（水）は休館です。
■問い合わせ　町立図書館（℡ 48-6012）
老人福祉センター東湖園（浴場）、ゆアシス東郷龍

りゅうほうかく

鳳閣、
ハワイゆ～たうん
通常どおり営業します。連休中の閉館はありません。

ファミリーサポートセンター事業　
育児の手助けが必要な人と、育児の手助けを行う人材を
つなげる事業です。
■援助時間　７時～ 19 時

　いずれの事業も利用には、事
前登録が必要です。連休中の利
用を希望する人は、４月 10 日

（水）までにお申し込みくださ
い。詳細は、役場子育て支援課
へお問い合わせください。
■申し込み・問い合わせ
役場子育て支援課（℡ 35-5325）

※左記施設以外の児童福祉施設は、
４月 28 日（日）～５月６日（月・振休）
の間は休園となります。
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歳入
9,769,000
（△2.6％）

町税
1,468,903
（2.8％）
15.0％

地方交付税
3,950,000
（△3.2％）
40.4％

その他
684,343
（3.6％）
7.2％

地方消費税交付金
267,183
（△4.6％）
2.7％

国庫支出金
932,831
（△4.9％）
9.5％

県支出金
954,160
（20.9％）
9.8％

町債
852,300

（△19.9％）
8.7％

繰入金
659,280

（△11.6％）
6.7％

歳出
9,769,000
（△2.6％）

総務
1,830,388
（9.3％）
18.7％

総務費
1,830,388
（9.3％）
18.7％

民生費
2,836,217
（5.7％）
29.0％

公債費
1,233,939
（△13.0％）
12.6％

その他
648,004

（△14.6％）
6.7％

衛生費
681,422
（5.1％）
7.0％

土木費
1,056,752
（△8.7％）
10.8％

教育費
739,993

（△29.6％）
7.6％

農林水産業費
742,285
（16.2％）
7.6％

　平成31年度予算（一般・特別・企業会計）
が、３月定例議会で成立しました。
　一般会計の総予算額は 97 億 6900 万円
で、前年度に比べ2.6％の減額となります。

一般会計歳入

一般会計歳出

平成 31年度予算
一般会計

97 6900万円億

科目 予算額
地 方 譲 与 税 66,269
地 方 特 例 交 付 金 27,927
利 子 割 交 付 金 4,449
配 当 割 交 付 金 7,503
株式等譲渡所得割交付金 7,514
自動車取得税交付金 12,482
交通安全対策特別交付金 1,550
使用料及び手数料 111,575
分担金及び負担金 122,010
財 産 収 入 10,654
寄 附 金 150,000
繰 越 金 40,000
諸 収 入 122,410

その他の内訳

科目 予算額
議 会 費 87,175
商 工 費 254,036
消 防 費 276,656
予 備 費 30,137

その他の内訳

単位：千円
科目名
予算額

（対前年度比）
予算構成比
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300000 600000 900000 1200000 1500000

固定資産税
646,799
44.0％
38,150

町民税
647,485
44.1％
38,191

たばこ税
89,365
6.1％
5,271

軽自動車税
63,222
4.3％
3,729

入湯税
22,032
1.5％
―

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
の

歳
入
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
町

税
で
３
９
４
４
万
円
の
増
額
を

見
込
む
一
方
、
地
方
交
付
税
で

１
億
３
０
０
０
万
円
、
町
の
施
設

整
備
な
ど
を
行
う
た
め
の
借
入
金

で
２
億
１
２
２
０
万
円
の
減
額
を

見
込
み
、予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
他
町
に
先
駆
け
て
実

施
し
た
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
、
ゆ

り
は
ま
ネ
ッ
ト
情
報
通
信
設
備
の

更
新
を
は
じ
め
「
第
３
次
総
合
計

画
」
や
仕
上
げ
の
年
と
な
る
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
な
ど
各
種
計
画
の
着
実
な
推

進
を
図
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
効
果
的
な
配
分
に
努
め
た

積
極
的
な
予
算
を
計
上
ま
し
た
。

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
税
制

改
正
が
予
定
さ
れ
る
一
方
、
経
常
的

な
経
費
な
ど
の
見
直
し
に
よ
る
歳

出
の
削
減
に
も
努
め
ま
し
た
が
、
普

通
交
付
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

で
す
。
先
進
的
で
効
果
的
な
施
策
を

展
開
し
、
魅
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る

元
気
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
な
が

ら
、適
切
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

町
税
の
内
訳

特別・企業会計

62,331 円
町道の整備や改良、
修繕に使います。

43,782 円
中山間地域の整備
や農林漁業振興に
使います。

40,192 円
ごみ処理、健康対
策に使います。

167,289 円
福祉の充実に使い
ます。

107,962 円
町全体の管理・運
営・企画などに使
います。

74,559 円
長期の借入金に対
する返済などに使
います。

16,318 円
災害の防止、消防
対策に使います。

14,984 円
商工業や観光の振
興に使います。

5,142 円
議会活動や運営に
使います。

43,647 円
学校・公民館の整
備や教育の充実に
使います。

そ の 他 消 防 費 商 工 費 議 会 費 教 育 費

総 務 費民 生 費衛 生 費農林水産業費土 木 費
皆さん一人一人の行政サービスを金額にすると…576,206 円 （２月末現在の人口で算出）

会　 計 　名 予 算 額
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,138
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 4,048
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 1,836,100
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 179,486
介 護 保 険 特 別 会 計 1,870,953
温 泉 事 業 特 別 会 計 12,549
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,076,231
農業集落排水処理事業特別会計 187,363
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 1,092
橋 津 財 産 区 特 別 会 計 376
宇 野 財 産 区 特 別 会 計 2,099
舎 人 財 産 区 特 別 会 計 76
東 郷 財 産 区 特 別 会 計 929
花 見 財 産 区 特 別 会 計 89

国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

収益的収入　308,294
資本的収入                       0
収益的支出　288,877
資本的支出　    34,480

水 道 事 業 会 計

収益的収入　234,708
資本的収入            6,821
収益的支出　233,986
資本的支出　109,438

単位：千円

予算額（千円）
構成比

１人当たり納付額（円）
※２月末現在の人口で算出
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を
支
給
し
ま
す
。
１
歳
６
カ
月
ま

で
の
乳
幼
児
が
対
象
と
な
り
ま

す
。【
家
庭
子
育
て
支
援
事
業
／

２
６
０
３
万
円
】

▼
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
子
育

て
世
帯
（
３
歳
未
満
）
や
住
民
税
非

課
税
者
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
販
売
し
ま
す
。【
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
／
２
８
２
９
万
円
】

▼
消
費
税
率
引
き
上
げ
で
、
地
域

に
お
け
る
消
費
を
喚
起
、
下
支
え

す
る
た
め
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
販
売
し
ま
す
。【
町
商
工
会

商
品
券
発
行
事
業
／
６
５
０
万
円
】

▼
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

道
路
除
雪
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。【
道
路
維
持
事

業
（
地
域
除
雪
活
動
支
援
事
業
）

／
１
８
５
万
円
】

▼
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
す

る
生
活
困
窮
に
対
す
る
相
談
窓
口

「
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
」
の
充
実
を
図
り
、
家
計
改

善
な
ど
、
相
談
者
に
応
じ
た
自
立

支
援
を
行
い
ま
す
。【
家
計
改
善
支

援
事
業
な
ど
／
６
０
７
万
円
】

▼
タ
ニ
タ
と
連
携
し
な
が
ら
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。「
ゆ

り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
」
会
員

▼
防
災
行
政
無
線
の
親
局
や
子
局

を
更
新
し
、
災
害
発
生
時
に
必
要

な
情
報
を
迅
速
に
提
供
し
ま
す
。

【
防
災
行
政
無
線
管
理
臨
時
経
費

／
１
億
４
１
９
６
万
円
】

▼
消
防
団
員
の
確
保
と
防
災
力
向

上
に
向
け
て
、
準
中
型
自
動
車
免

許
、
普
通
二
輪
車
免
許
の
取
得
費

用
を
助
成
し
ま
す
。【
準
中
型
等
運

転
免
許
取
得
事
業
補
助
金
10
万
円
】

▼
天
女
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
花
と
緑
に
よ
る
東
郷
湖
周
の
魅

力
向
上
の
た
め
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
、
地
域
住
民
と
の

協
働
に
よ
る
「
天
女
桜
」
の
保
全

活
動
や
緑
化
活
動
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。【
東
郷
湖
・
未
来
創

造
会
議
事
業
／
４
２
９
万
円
】

▼
任
期
終
了
を
迎
え
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
町
内
で
起
業
、
事

業
承
継
す
る
た
め
の
費
用
を
助
成

し
、
隊
員
の
定
住
と
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。【
地
域
お
こ
し

協
力
隊
起
業
・
事
業
承
継
支
援
事

業
／
１
０
０
万
円
】

▼
ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
情
報
通
信
設

備
の
機
器
更
新
を
行
う
な
ど
、
通

信
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
平

成
30
年
度
か
ら
３
カ
年
で
実
施
す

る
継
続
事
業
で
、
31
年
度
は
、
泊
、

羽
合
地
域
を
中
心
に
整
備
し
ま

す
。【
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

／
３
億
７
４
６
８
万
円
】

▼
泊
地
域
に
お
い
て
、
生
活
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
活
動
を
つ
な
ぐ
「
小

さ
な
拠
点
」
づ
く
り
を
実
現
化
す

る
た
め
、
地
域
住
民
を
主
体
と
し

な
が
ら
、
買
い
物
機
能
な
ど
を
備

え
た
拠
点
の
検
討
お
よ
び
基
本
設

計
を
行
い
ま
す
。【
小
さ
な
拠
点

推
進
事
業
／
４
２
３
万
円
】

▼
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
、
10
枚

入
り
の
小
売
販
売
を
開
始
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。【
指

定
ご
み
袋
事
業
／
９
８
３
万
円
】

▼
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
の
あ
り

方
を
専
門
的
に
調
査
検
討
し
、
公

営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
ま
た
、
新
設
整
備
と
し
た
場

合
の
、
官
民
連
携
の
導
入
可
能
性

調
査
を
行
い
ま
す
。【
町
営
住
宅
等

管
理
臨
時
経
費
／
１
１
６
２
万
円
】

▼
昼
間
家
庭
で
乳
幼
児
を
保
育
す

る
保
護
者
に
対
し
、
月
額
３
万
円

町
の　
規
事
業

　
平
成
31
年
度
に
取
り
組
む
事
業
の
う
ち
、
新
規
に
取
り
組

む
主
な
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
主
要
な
事

業
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度

は
、
活
動
量
計
を
活
用
し
、
運
動
習

慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
増
進
に
つ
な

げ
る
ほ
か
、
ヘ
ル
シ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
環
と
し
て
、
健
康
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
を
支
援
し
ま
す
。【
食
と
健

康
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
地
方
創

生
推
進
）
／
１
１
８
９
万
円
】

▼
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

整
備
を
支
援
し
ま
す
。【
鳥
取
県
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
（
施
設

整
備
）
補
助
金
／
４
６
４
０
万
円
】

▼
三
智
創
造
を
校
訓
に
、
湯
梨
浜

中
学
校
が
４
月
か
ら
開
校
し
ま

す
。【
湯
梨
浜
中
学
校
管
理
運
営

経
常
経
費
／
３
８
５
６
万
円
】

▼
町
立
小
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
を
図
る
た
め
、
大
型
提
示
装

置
や
実
物
投
影
機
な
ど
を
整
備

し
ま
す
。【
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
材

等
整
備
事
業
／
２
２
０
７
万
円
】

▼
中
央
公
民
館
泊
分
館
新
築
に
伴

う
基
本
設
計
お
よ
び
解
体
に
伴
う

事
前
調
査
、
設
計
な
ど
を
行
い
ま

す
。【
泊
分
館
管
理
運
営
臨
時
経

費
／
１
３
０
５
万
円
】

▼
十
万
寺
所
在
城
跡
お
よ
び
羽
衣

石
城
跡
の
測
量
調
査
（
航
空
レ
ー

ザ
手
法
）
を
実
施
し
ま
す
。【
遺

跡
発
掘
調
査
費
／
５
９
７
万
円
】

新
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■
異
動　
４
月
１
日
付

【
議
会
事
務
局
】▼
局
長　
山
根
薦（
町

民
課
地
籍
整
備
担
当
参
事
兼
東
郷
支

所
長
兼
泊
支
所
長
）

【
総
務
課
】
▼
主
事　

藤
井
孝
教
（
町

民
課
主
事
）▼
運
転
支
援
員（
再
任
用
）

　
藤
田
和
也
（
総
務
課
主
任
運
転
手
）

【
企
画
課
】
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
副

主
幹　

竹
内
和
也
（
企
画
課
主
事
）

▼
企
画
情
報
係
長　

米
増
祐
一
（
総

合
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長
）
▼
主

事　

尾
川
大
輔
（
産
業
振
興
課
主
事
）

▼
主
事
（
条
件
付
）　

谷
本
愛
香
▼
企

画
情
報
支
援
員
（
再
任
用
）　

冨
山
弘

道
（
企
画
課
企
画
情
報
支
援
員
（
再

任
用
））

【
み
ら
い
創
造
室
】
▼
未
来
創
造
担
当

係
長　

谷
岡
雅
也
（
み
ら
い
創
造
室

未
来
創
造
担
当
主
事
）
▼
未
来
創
造

担
当
主
事　

濵
本
怜
子
（
健
康
推
進

課
主
事
）

【
町
民
課
】
▼
参
事
兼
東
郷
支
所
長　

青
木
さ
と
み
（
教
育
総
務
課
参
事
兼

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
課
長

補
佐　

村
上
昭
範
（
町
民
課
主
幹
）

▼
副
主
幹
兼
泊
支
所
長
兼
泊
支
所
窓

口
業
務
班
副
主
幹　

佐
々
木
真
沙
子

（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
主
事
）
▼
主
事　

音
田
直
希

（
企
画
課
主
事
）
▼
主
事　

田
中
真
帆

（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
主
事
）
▼
主
事
兼
東
郷
支
所

地
籍
整
備
班
主
事　

長
濱
潤
也
（
中

央
公
民
館
主
事
）
▼
主
事
（
条
件
付
）

　
有
沢
晃
介

【
子
育
て
支
援
課
】
▼
主
事　

河
﨑
佑

輔
（
総
務
課
主
事
）
▼
子
育
て
支
援

員
（
再
任
用
）　

角
陽
子
（
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
員
（
再
任
用
））

【
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
】
▼
副
園
長　

中
原
し
の
ぶ
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
主

幹
保
育
教
諭
）
▼
主
幹
保
育
教
諭　

中
村
健
太
朗
（
た
じ
り
こ
ど
も
園
主

幹
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

中
村

恵
梨
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

▼
保
育
教
諭
（
条
件
付
）　

森
下
紗
弥

香【は
わ
い
こ
ど
も
園
】
▼
園
長　

大
西

映
子
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
長
）
▼
副

園
長　

福
山
郁
子
（
ま
つ
ざ
き
こ
ど

も
園
副
園
長
）
▼
主
任
調
理
員　

岡

本
敏
恵
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
調
理
員
）

▼
保
育
教
諭　

倉
永
伊
代
（
と
う
ご

う
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教

諭
（
条
件
付
）
下
田
恵
美

【
た
じ
り
こ
ど
も
園
】
▼
園
長　

長
谷

川
初
美
（
た
じ
り
こ
ど
も
園
副
園
長
）

▼
副
園
長　

中
川
智
枝
（
と
う
ご
う

こ
ど
も
園
主
幹
保
育
教
諭
）
▼
保
育

教
諭
（
条
件
付
）　
森
美
咲

【
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
】
▼
園
長　

宮
脇

真
由
美
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園
副
園
長
）

▼
主
幹
保
育
教
諭　

米
澤
瑞
恵
（
は

わ
い
こ
ど
も
園
主
幹
保
育
教
諭
）

【
わ
か
ば
こ
ど
も
園
】
▼
副
園
長　

田

中
ゆ
か
り（
は
わ
い
こ
ど
も
園
副
園
長
）

▼
保
育
教
諭
（
条
件
付
）　
德
田
智
子

【
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
】
▼
副
園
長　

陶
山
静
香
（
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
副

園
長
）
▼
保
育
教
諭　
髙
松
友
美
（
総

務
課
付
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭
（
条

件
付
）　
尾
坂
綾
香

【
健
康
推
進
課
】
▼
課
長
補
佐　

三
島

直
子
（
健
康
推
進
課
長
補
佐
兼
健
康

増
進
係
長
）
▼
健
康
増
進
係
長　

大

田
幸
子
（
健
康
推
進
課
副
主
幹
）
▼

主
事　

濱
﨑
健
太
（
子
育
て
支
援
課

主
事
）
▼
栄
養
士
兼
子
育
て
支
援
課

栄
養
士　

岸
野
紗
央
里
（
総
務
課
付

栄
養
士
）

【
産
業
振
興
課
】
▼
主
事　

種
子
慎
一

（
企
画
課
主
事
）
▼
主
事　

吉
川
達
大

（
町
民
課
主
事
）

【
建
設
水
道
課
】
▼
技
術
支
援
員
兼
建

設
・
設
計
専
門
員
（
再
任
用
）　

小
林

長
志
（
建
設
水
道
課
技
術
支
援
員
兼

産
業
振
興
課
技
術
支
援
員（
再
任
用
））

【
総
合
福
祉
課
】
▼
課
長
補
佐
兼
障
が

い
福
祉
係
長　

山
下
宗
則
（
企
画
課

企
画
情
報
係
長
）

【
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）】
▼
課
長
補
佐　

岡
本
陽
子

（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
課
長
補
佐
兼
長
寿
福
祉
係
長
）

▼
長
寿
福
祉
係
長　
嶋
田
早
智
子（
み

ら
い
創
造
室
未
来
創
造
担
当
係
長
）

▼
主
事　

新
川
裕
志
（
町
民
課
主
事

兼
泊
支
所
窓
口
業
務
班
主
事
）

【
教
育
総
務
課
】
▼
参
事
兼
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長　

伊
藤
和
彦
（
教
育

総
務
課
参
事
）
▼
課
長
補
佐　

尾
崎

寿
彦
（
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
学
校

教
育
係
長
）
▼
学
校
教
育
係
長　

福

本
み
ゆ
き
（
総
務
課
付
係
長
）
▼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員　

有

澤
賢
治
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

員
）
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

（
条
件
付
）　

下
田
哲
也
▼
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
（
条
件
付
）　

山
本

理
紗

【
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
】
▼
課
長

補
佐
兼
文
化
会
館
長　
秋
久
敏
彦（
生

涯
学
習
・
人
権
推
進
課
長
補
佐
兼
人

権
教
育
推
進
係
長
兼
文
化
会
館
長
）

▼
人
権
教
育
推
進
係
長　

岩
田
亜
紀

（
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
主
事
）

【
中
央
公
民
館
】
▼
副
主
幹　

安
井
淳

也
（
町
民
課
主
事
兼
東
郷
支
所
地
籍

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　
　
）
内
は
旧
職
で
す
。

整
備
班
主
事
）

【
図
書
館
】
▼
主
事　

西
田
千
尋
（
産

業
振
興
課
主
事
）
▼
し
お
さ
い
プ
ラ

ザ
と
ま
り
図
書
支
援
員
（
再
任
用
）

中
嶋
二
三
雄
（
し
お
さ
い
プ
ラ
ザ
と

ま
り
図
書
支
援
員
（
再
任
用
））

【
国
民
宿
舎
水
明
荘
】
▼
支
配
人
（
任

期
付
職
員
）　

小
椋
誠
▼
業
務
支
援
員

（
再
任
用
）　

森
法
子
（
国
民
宿
舎
水

明
荘
業
務
支
援
員
（
再
任
用
））
▼
業

務
支
援
員
（
再
任
用
）　

岡
本
美
由
紀

（
国
民
宿
舎
水
明
荘
業
務
員
）

【
総
務
課
付
】
▼
主
事　

塚
根
美
由
紀

（
町
民
課
主
事
兼
東
郷
支
所
窓
口
業
務

班
主
事
）
▼
主
事　
髙
多
亜
矢
子
（
建

設
水
道
課
主
事
）
▼
保
健
師　

藤
村

成
美
（
健
康
推
進
課
保
健
師
）
▼
主

事　

山
本
結
衣
子
（
教
育
総
務
課
主

事
）
▼
保
育
教
諭　

安
藤
未
咲
（
と

う
ご
う
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
保

育
教
諭　

八
田
美
緒
（
ま
つ
ざ
き
こ

ど
も
園
保
育
教
諭
）

【
派
遣
】
▼
総
務
課
付
係
長
（
鳥
取
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）　

河
村

加
奈
（
町
民
課
主
事
）

■
退
職　
３
月
31
日
付

▼
川
本
栄
二
（
議
会
事
務
局
長
）
▼

藤
田
和
也
（
総
務
課
主
任
運
転
手
）

▼
伊
藤
紀
子
（
た
じ
り
こ
ど
も
園
長
）

▼
林
幸
子
（
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
保

育
教
諭
）
▼
浦
冨
和
子
（
は
わ
い
こ

ど
も
園
長
）
▼
山
本
園
子
（
と
う
ご

う
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
西
原
信

男
（
産
業
振
興
課
技
術
支
援
員
（
再

任
用
））
▼
岡
本
美
由
紀
（
国
民
宿
舎

水
明
荘
業
務
員
）
▼
三
ツ
田
佳
代
子

（
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
→

湯
梨
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

　土海孝治教育長が３月 31
日をもって退職されます。
　土海氏は平成 21 年７月
29 日に町教育長に就任し、
約９年８カ月にわたって、
教育現場で培った経験を生
かしながら教育行政の発展
に貢献されました。

土海教育長
９年８カ月の職務終え― 人

事
異
動
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　町内事業者や商工業の振興・充実のための各種補
助制度です。内容や申し込み方法などの詳細は、役
場産業振興課（℡35-5383）にお問い合わせください。

企業立地促進奨励金

町内に施設を新設する事業者に対して、新たに
賦課された固定資産税の３カ年分の額を交付

■�対象となる事業者および奨励金の額
①�施設の新設のための投資額が３千万円以上で、

新規常用雇用者数が 10 人以上の事業者
＝新たに賦課された固定資産税の額内
②�施設の新設のための投資額が３千万円以上で、

新規常用雇用者数が４人以上９人以下の事業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に３分の２

の割合を乗じた額内
③�施設の新設のための投資額が３千万円以上の

事業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の１

の割合を乗じた額内
④�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新

設のための投資額が１千万円以上で、新規常
用雇用者数が１人以上の事業者

＝新たに賦課された固定資産税の額内
⑤�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新

設のための投資額が１千万円以上の事業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の１

の割合を乗じた額内

マル経融資利子
補給補助金

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）を借り入
れた町内小規模事業者の支払う利子の負担を軽減

■�補助金額　㈱日本政策金融公庫に納付した利子額の
２分の１以内の額　（延滞に係る利子は除く）

チャレンジショップ
支援奨励金

空き店舗などを活用するショップ開業
者に対して、その賃借料の一部を補助
■対象者　次の要件を全て満たす町内在住者
①�町内の空き店舗などで小売業、サービス業、

飲食業などを開業する人（風俗関連業種な
ど、一部該当しない業種があります）

②�空き店舗などの所有者と同一世帯および三
親等以内の親族でない人

③町税および公共料金を滞納していない人
④�商工会などの町内の公共的団体に加入して

いる人
■�奨励金の額　空き店舗などで開業する場合

の賃借料（住居部分を含む）の半額を交付
※限度額は月５万円で、交付する期間は１年
間、交付は１人につき１回限りです。

企業拡充奨励金

事業規模拡大を目的に、施設を増設
または移設する町内事業者を支援

■�対象となる事業者　施設の増設または移
設のための投資額が１千万円以上（増設の
場合は増設部分について適用）で、町税
および公共料金を滞納していない事業者
■�奨励金の額　新たに賦課された固定資産

税の３カ年分の額を交付

町内事業者を応援
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小口融資保証料補助金

町中小企業小口融資を借り入れた町内
事業者が支払う保証料の負担を軽減

■�補助金額　県信用保証協会に納付
した保証料の２分の１以内の額

小口融資利子補給補助金

町中小企業小口融資を借り入れた町内
事業者が支払う利子の負担を軽減
■�補助金額　金融機関に納付した利子額の２

分の１以内の額（延滞に係る利子は除く）

町内に住所を有する人を、新たに正
規の常用労働者として６カ月以上継
続して雇用した町内事業者を支援

■対象となる事業者　次の要件を全て満たす事業者
①町内に事業所（公的団体などは除く）を有すること
②雇用保険法の適用事業の事業者であること
③�常用労働者を新規に雇用することにより、雇用時の

６カ月以前に比べて従業員数が純増すること
④�雇用促進計画が町に認定された日から６カ月以上

常用労働者を継続雇用していること
⑤�他の常用労働者を事業所の都合によって解雇して

いないこと
⑥町税および公共料金を滞納していないこと
⑦賃金台帳などの法定帳簿類を備え付けていること
⑧賃金の支払いが遅滞なく行われていること
⑨ハローワークなどに募集を公開していること
■�対象となる雇用労働者
　次の要件を全て満たす町内在住者
①雇用保険の被保険者
②�事業主が個人事業者の場合、事業主の三親等以内の

親族でない人
■�奨励金の額
　新規雇用者１人当たり 20 万円
　（新卒者の場合は 30 万円）

ゆりはまじげ産業
育成補助金

起業、新しい分野への進出や
販路開拓のための経費の一部を補助
■�対象者　町内在住の個人事業者、町内に所在地と

営業の本拠がある中小事業者
■�補助金額　次の事業に必要な経費の２分の１
　（総額 200 万円）
※事業承継に伴う事業と認められる場合は３分の２

（総額 300 万円）
①�マーケティング事業＝市場や競争環境の調査また

は助言を、専門家に依頼するための経費
②�起業・新分野進出事業＝▽事業所や設備の取得▽

原材料の購入▽パッケージ開発や外観設計の外部
への依頼―など、起業や新分野進出のための経費

③�人材育成事業＝新事業の展開に必要な知識や技能
の習得に必要な研修開催費用など

④�販路開拓事業＝インターネット出店登録料、展示会
やイベントでの通訳や資料翻訳のための経費など

⑤�共通経費＝▽旅費▽通信費▽消耗品費―など、上
記①から④の事業を行うために必要な経費

■募集期間　５月 10 日（金）まで
※募集期間終了後に審査会を開催し、補助対象事業
者を決定します。

雇用促進奨励金
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　平成 30 年度町介護予防・健康づくりリー
ダー（ゆりりんメイト）養成講座閉講式が３
月８日、役場で行われました。
　４期生となる今回の受講生 17 人は、計 10
回の講座を通して、介護や生活習慣病予防な
どに関する幅広い知識を習得。式では、宮脇
正道町長から受講生一人一人に認定証が手渡
されました。
　現在、ゆりりんメイトに認定されているのは、
今回の受講生を含めて 77 人。ボランティアと
して、地域の自主的な介護予防や健康づくり活
動の指導・支援などに携わっていただきます。

　
町
で
は
、重
い
障
が
い
の
あ
る
人
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
、

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
に
特
別
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
の
人
へ

県
外
の
病
院
で
、
特
別
医
療
費

受
給
資
格
証
が
使
え
な
か
っ
た

　

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
が
使

え
る
の
は
、
県
内
の
医
療
機
関
の

み
で
す
。
県
外
の
医
療
機
関
を
受

診
し
た
場
合
は
、
役
場
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
支
所
で
償
還
払
い
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
医

療
費
助
成
分
の
差
額
を
後
日
お
支

払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

必
要
書
類　

　

領
収
証
、通
帳
、印
鑑
、保
険
証
、

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
、
高
額

療
養
費
支
給
決
定
通
知
（
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
人
の
み
）

治
療
用
装
具
の

代
金
を
支
払
っ
た

　

ギ
プ
ス
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の

治
療
用
装
具
に
健
康
保
険
が
適
用

さ
れ
る
と
、
加
入
中
の
健
康
保
険

に
申
請
し
た
後
、
保
険
証
の
負
担

割
合
に
応
じ
て
７
～
９
割
の
払
い

戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に

限
る
）。
残
り
に
つ
い
て
は
、
特

別
医
療
費
助
成
か
ら
払
い
戻
し
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
中
の
健
康
保
険

か
ら
支
払
わ
れ
る
高
額
療
養
費
な

ど
の
部
分
は
除
き
ま
す
。

■��

必
要
書
類　

　

領
収
証
、
通
帳
、
印
鑑
、
保
険

証
、
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
、

診
断
書
（
健
康
保
険
申
請
時
に
提

出
し
た
も
の
の
写
し
可
）、
各
健

康
保
険
か
ら
の
療
養
費
支
給
決
定

通
知
、
高
額
療
養
費
支
給
決
定
通

知
（
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
て

い
る
人
の
み
）

保
険
証
が
変
わ
っ
た

　

加
入
中
の
健
康
保
険
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
保
険
変
更
の
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

必
要
書
類　

　

保
険
証
、
印
鑑

【問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5372）

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

こ
ん
な
時
に
は
手
続
き
を
！

「アロハ～♪」の掛け声で記念撮影

ゆりりんメイトに
４期生17 人が認定

【問い合わせ】役場長寿福祉課
（地域包括支援センター）（℡ 35-5378）
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住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た

　

町
内
転
居
や
、
氏
名
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
新
し
い
受
給
資
格
証

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
変
更
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、町
外
に
転
出
す
る
時
は
、

町
で
発
行
し
た
受
給
資
格
証
は
使

え
な
く
な
る
た
め
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。
転
出
後
の
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
は
、
転
出
先
の
自
治
体
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■��

必
要
書
類　

　

住
所
、
氏
名
を
変
更
す
る
前
の

受
給
資
格
証

修
正
申
告
が
あ
っ
た

（
ひ
と
り
親
家
庭
・
障
が
い
）

　

修
正
申
告
を
し
た
こ
と
で
所
得

が
減
っ
た
り
、
所
得
税
や
住
民
税

が
非
課
税
に
な
っ
た
り
す
る
と
、

特
別
医
療
費
助
成
の
受
給
停
止
の

解
除
や
一
部
負
担
金
が
減
額
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
給
者
本

人
や
、
同
一
世
帯
員
が
修
正
申
告

を
さ
れ
た
場
合
は
役
場
健
康
推
進

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
給
資

格
証
の
交
付
や
差
し
替
え
、
償
還

払
い
の
ご
案
内
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
給
者
が
結
婚
し
た
、

ま
た
は
事
実
婚
状
態
に
な
っ
た

（
ひ
と
り
親
家
庭
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
区
分
で
の
特
別

医
療
費
受
給
者
が
婚
姻
状
態
（
事

実
婚
状
態
を
含
む
）
に
な
る
と
受

給
資
格
を
失
い
ま
す
の
で
、
資
格
喪

失
の
届
け
出
と
特
別
医
療
費
受
給

資
格
証
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

■��
必
要
書
類　

　
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
、
印
鑑

再
認
定
で
障
が
い
者
手
帳
を

更
新
し
た
（
障
が
い
）

　

再
認
定
で
障
が
い
者
手
帳
を
更

新
し
た
と
き
は
、
特
別
医
療
費
受

給
資
格
証
の
更
新
手
続
き
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

障
が
い
区
分
の
特
別
医
療
費
受

給
資
格
証
の
有
効
期
限
は
７
月
末

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
障
が
い
者

手
帳
の
有
効
期
限
に
合
わ
せ
て
受

給
資
格
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
別
医
療

費
受
給
資
格
証
の
有
効
期
限
が
切

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
し

い
も
の
が
送
ら
れ
て
き
て
い
な
い

と
き
は
、
障
が
い
者
手
帳
の
更
新

に
あ
わ
せ
て
特
別
医
療
費
受
給
資

格
証
の
更
新
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役

場
健
康
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■��

必
要
書
類　

　

障
が
い
者
手
帳
、
印
鑑
、
保
険

証
、
期
限
が
切
れ
た
特
別
医
療
費

受
給
資
格
証

世
帯
構
成
が
変
わ
っ
て

非
課
税
世
帯
に
な
っ
た

（
ひ
と
り
親
家
庭
、
障
が
い
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
区
分
の
場
合
、

世
帯
構
成
の
変
更
に
よ
り
、
所
得

税
非
課
税
世
帯
に
な
っ
た
と
き

は
、受
給
停
止
が
解
除
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
区
分
の
場
合
、

世
帯
構
成
の
変
更
に
よ
り
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
な
っ
た
と
き

は
、
一
部
負
担
金
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

　

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更

新
後
に
、
所
得
税
ま
た
は
住
民
税

の
非
課
税
世
帯
と
な
っ
た
場
合

は
、
役
場
健
康
推
進
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

必
要
書
類

　

保
険
証
、
印
鑑

タニタ監修メニュー
住民の健康づくりに「食」からアプローチ

　町では、昨年 10 月に県、㈱タニタ
ヘルスリンクと「ゆりはま食と健康

のまちづくり事業に関する協定」を締結し、健
康長寿のまちを目指した取り組みを進めています。
　その取り組みの一環として、町内飲食店による同
社監修の健康メニューの開発に着手。３月 14 日、15
日には、同社の管理栄養士・塚原絵理さんと、㈱タ
ニタの管理栄養士・荻野菜々子さんによる最終チェッ
クが行われました。

　今回のチェックでは、カロリーや塩分、野菜の量
のほか、満腹感を増幅させるため、食材のかみ応え
などを確認。各店舗で、今回の結果を踏まえた調整
を行った後、順次提供が開始される予定です。住民
の皆さんの健康づくりと健康寿命延伸のためにも、
まずは身近な「食」から変えていきませんか。
■�提供店舗　Café ippo、多世代交流センターゆるり
ん館、元気海、ALOHA CAFE、会席佐藤
■�問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5382）

　昨年から、町が推し進めている「ゆりはま食と健康のま
ちづくり」。この一環として、㈱タニタヘルスリンク監修
の健康に優しいヘルシーメニューの開発が進んでいます。

完成間近

味と栄養のプロによるチェック
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町
体
育
協
会
表
彰

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
町

体
育
協
会
表
彰
式
が
２
月
17
日
、
役
場
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
お
よ
び
団
体
選
手
名
略
）

◆
体
育
功
労
賞

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
絹
川
明

◆
優
秀
指
導
者
賞

▽
サ
ッ
カ
ー
＝
西
村
和
也

◆
ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
賞

▽
剣
道
＝
前
田
実

◆
成
績
優
秀
賞

【
小
学
生
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
馬
野
獅
斗
、
大
木
璃
斗
、

伊
藤
愛
紗
、
河
本
夏
華
、
桑
原
優

彩
、
萬
場
心
太
、
宮
𦚰
稜
也
、
宮

𦚰
伶
也

▽�

テ
ニ
ス
＝
櫻
井
友
子
、
櫻
井
利
真
、

谷
口
翔
哉

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
秋
田
逸
成
、
秋

久
優
輝
、
尾
島
美
郁
、
尾
島
美
月
、

笠
田
愛
美
、
神
谷
太
一
、
木
下
日

萌
、
下
田
悠
貴
、
下
村
駿
太
、
森

田
誠
史
、
山
﨑
詩
子
、
山
下
千
晴
、

山
本
麗
奈
、
山
本
蓮

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
清
水
咲
楽

▽�

水
泳
＝
杉
井
紅
月
、
中
嶋
一
太
、

本
川
美
和
、
山
田
真
子

▽�

カ
ヌ
ー
＝
入
江
海
斗
、
川
本
円
花
、

川
本
空
翔

▽�

相
撲
＝
加
嶋
展
喜
、
瀬
戸
宝
、
濱

﨑
天
鳳
、
廣
江
健
生

▽�

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
＝
前
田
恵
舞

【
小
学
生
／
団
体
】

▽
ア
ロ
ハ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽
東
郷
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
女
子
▽
東
郷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
羽
合
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
男
子

【
中
学
生
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
岩
本
怜
大
、
川
本
玲
央
、

森
本
陽
菜
、
山
田
純
名
、
山
田
雅

貴
、
山
本
陽
介

▽�

テ
ニ
ス
＝
小
松
優
貴
、
濵
家
果
子
、

八
幡
菜
奈
美
、
吉
野
禄
人

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
楳
田
康
人
、
嶋

本
航
大
、
高
橋
永

▽�

水
泳
＝
鏡
美
麗
、
古
川
鈴
夏
、
古

川
大
治
郎

▽
柔
道
＝
松
村
康
平

▽�

カ
ヌ
ー
＝
岡
本
ひ
な
た

【
中
学
生
／
団
体
】

▽
北
溟
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
▽
北
溟
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
▽
北
溟
中
学
校
駅
伝
部
男
子
▽
北

溟
中
学
校
陸
上
部
（
男
子
リ
レ
ー
）

【
高
校
生
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
音
田
澪
希
、
陶
山
知
明
、

寺
地
裕
紀
、
濱
本
さ
く
ら
、
福
山

愛
羅
、
牧
野
晃
大
、
松
田
ひ
な
た

▽�

テ
ニ
ス
＝
蔵
本
晴
奈
、
中
村
花
音
、

橋
本
空
瑠
美
、
濵
家
奈
生
、
濵
家

早
都

▽�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
北
村
か
り
ん
、

千
石
顕
正
、
田
中
絢
、
戸
羽
優
心
、

中
山
京
栄
、
布
葊
隆
斗
、
福
山
緩

千
、
前
田
颯
斗
、
宮
坂
拓
翔
、
山

田
美
空

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
亀
本
七
星
、
河

本
優
希
、
谷
田
祐
大
、
西
鼻
大
志
、

前
田
嵐
士

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
石
原
美
紅
、
山

田
大
成

▽�

水
泳
＝
林
龍
亜
、
宮
城
和

▽�

自
転
車
＝
笠
田
泰
地
、
西
條
玲
緒

▽�

弓
道
＝
石
笠
の
あ
、
絹
見
翼
、
小

谷
亜
矢
、
松
本
佳
祐

▽�

カ
ヌ
ー
＝
森
田
愛
梨

▽�

レ
ス
リ
ン
グ
＝
青
木
皆
人
、
石
川

海
月
、
梶
原
陽
広
、
杉
谷
康
真

▽�
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
荒
石
祐

平
成
30
年
度

太
、
岩
本
理
玖
、
松
田
一
里
亜
、

米
澤
瑚
雪

▽�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
田
中
佐
和
子

▽�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
＝
田
村
巧

【
一
般
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
賀
須
井
長
美
、
杉
谷
恵
美

子
、
新
名
正
美
、
西
橋
孝
政
、
藤

田
善
博
、
宮
城
志
佳
、
山
根
亮
一

▽�

テ
ニ
ス
＝
藤
井
颯
生

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
中
井
克
彦
、
野

﨑
翔
二
、
松
井
透

▽�

水
泳
＝
石
原
享
子
、
杉
井
風
輝
、

祖
田
栄
一
、
中
前
雄
一
郎
、
米
原

慎
悟

▽�

自
転
車
＝
青
木
瑞
樹
、
山
根
将
太

▽�

剣
道
＝
國
田
絢
莉
、
國
田
利
江
、

佐
々
木
麻
美
、
竹
内
善
一
、
松
川

恵
也

▽�

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
＝
植
田
真
矢

▽�

サ
ッ
カ
ー
＝
佐
々
木
哲
也

▽�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
＝
朝
倉
光

夫
、
上
村
清
、
河
本
昭
敏
、
木
野
戸

保
男
、
敦
賀
百
合
美
、
中
原
克
昭

【
一
般
／
団
体
】

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
（
羽

合
Ａ
）
▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
（
羽
合
Ｂ
）
▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

成
年
男
子
２
部
▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

成
年
男
子
３
部
▽
湯
梨
浜
剣
友
会
成

年
男
子
▽
湯
梨
浜
剣
友
会
成
年
女
子

▽
テ
ニ
ス
部
成
年
男
子
▽
テ
ニ
ス
部

成
年
女
子
▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

成
年
男
子
１
部
▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
成
年
男
子
２
部
▽
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
わ
い
マ
マ
さ
ん
の
部

【問い合わせ】町教育委員会生涯
学習・人権推進課（℡ 35-5368）
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名前※敬称略 担当地区（住所）
中村　博 東郷（高辻）
清水　武敏 羽合（上浅津）
長谷川　誠一（会長） 東郷（野花）
土井　繁美 東郷（方地）
横川　力 東郷（方面）
蔵本　孝広（職務代理） 羽合（宇野）
山下　昇 羽合（光吉）
山上　真治 羽合（田後）
土海　政信 東郷（埴見）
山下　和子 羽合（田後）
谷岡　貞幸 泊（宇谷）

い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

農業委員・
農地利用最適化推進委員
にご相談ください

「
農
地
転
用
を
伴
う
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
制
定

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
転

用
を
伴
う
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

制
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し

ま
す
。
転
用
事
業
者
か
ら
隣
接
農

地
所
有
者
、
そ
の
耕
作
者
、
隣
接

地
居
住
者
お
よ
び
設
置
場
所
自
治

会
に
事
業
内
容
な
ど
の
説
明
を
確

実
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
周
辺
地

域
と
調
和
の
取
れ
た
事
業
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
太

陽
光
発
電
の
農
地
転
用
を
検
討
し

て
い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
の
際
に

転
用
事
業
者
へ
求
め
る
こ
と

▽�

隣
接
農
地
所
有
者
な
ど
に
対
し

て
、
事
業
内
容
の
他
に
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
、
雨
水
処
理
な
ど
の

方
法
や
光
の
反
射
、
騒
音
、
振

動
、
日
照
と
い
っ
た
周
辺
環
境

へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、
書
類
な
ど
を
示
し
て
十
分

な
説
明
を
行
う
こ
と

▽�

事
業
を
終
了
す
る
場
合
は
、
事

業
者
の
責
任
で
速
や
か
に
発
電

設
備
を
撤
去
す
る
こ
と

▽�

指
定
の
誓
約
書
、
同
意
書
を
町

農
業
委
員
会
へ
提
出
す
る
こ
と農業委員

農地利用最適化推進委員

農地売買・貸借・転用、担い手育成など

【問い合わせ】
町農業委員会事務局

（℡ 35-5389）

　このほど、うまい梨づくり共進会表彰規
定により、平成 30 年産二十世紀梨の出荷量、
糖度、秀率、果重を審査した結果、10 人の
梨生産者が表彰されました。
　同規定は、町特産の二十世紀梨の栽培技術
と経営改善意欲を高めることを目的とした
もの。今回は、３年連続して入賞された人
に贈られる特別優秀賞に２人が輝いたほか、
町に移住して初めて出荷された唐﨑さんが、
優秀賞を獲得されるなど、今後の梨生産者
の活性化につながる表彰となりました。

名前※敬称略 担当地区（住所）
德岡　正裕 羽合（はわい長瀬）
河井　勝重 羽合（上浅津）
尾川　寛信 泊（宇谷）
山田　隆雄 東郷（藤津）
山本　正義 東郷（方地）
北野　文夫 東郷（高辻）
山本　美代子 東郷（門田）
倉本　哲男 東郷（羽衣石）

うまい梨づくり共進会
10人が表彰

【問い合わせ】
役場産業振興課（℡ 35-5382）

【特別優秀賞】
土井明人（別所）、山田喜光（野花）
【優秀賞】
唐﨑大義（中興寺）、山根一伸（国信）
【優良賞】
中村弘明（藤津）、前田幸男（門田）、村田益美（別所）
寺地寛美（宮内）、河原春男（別所）、前田晃顕（別所）

受賞者の皆さん※敬称略
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ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成

高
齢
者
肺
炎
球
菌
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど

　

町
で
は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
・

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
も
早
め
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

風
し
ん
は
、
免
疫
を
持
た
な
い

妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
白
内
障
、

先
天
性
心
疾
患
、
難
聴
を
主
な
症

状
と
す
る
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦

が
麻
し
ん
に
感
染
す
る
と
流
・
早

産
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
母
体
と
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■�

対
象
者　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、
風

し
ん
抗
体
価
が
低
い
人
②
妊
婦
の

夫
③
妊
婦
の
同
居
者
④
妊
娠
を
希

望
す
る
風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
女

性
の
同
居
者
で
、
風
し
ん
抗
体
価

の
低
い
人

■�

助
成
額　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
３
分
の
２
（
上
限
８
千
円
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
接
種
費
用

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

■
手
続
き
方
法　

　

医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
役
場
健
康
推
進
課
ま

た
は
各
支
所
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
指
定
口
座

へ
助
成
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

■�

必
要
な
も
の

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
医
療
機

関
の
領
収
書
、
印
鑑
、
振
り
込
み

を
希
望
さ
れ
る
預
金
通
帳
、
妊
婦

の
母
子
手
帳
（
対
象
者
②
③
）、

※
風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
が
分

か
る
も
の
（
対
象
者
①
④
）

※
対
象
者
④
の
人
は
、
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
と
本
人
両
方
の
検
査

結
果
が
必
要
で
す
。

■�

そ
の
他　

　

町
で
は
４
月
か
ら
、
昭
和
37
年

４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
風
し
ん
抗
体
価

の
低
い
男
性
を
対
象
に
、
無
料
の

風
し
ん
定
期
予
防
接
種
を
実
施
予

定
で
す
。
助
成
制
度
の
利
用
を
検

討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
定
期
接
種

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
役
場
健
康
推
進
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
風
し
ん
抗
体
価
検
査
】

　
県
で
は
、
風
し
ん
へ
の
免
疫
の
有

無
を
調
べ
る
「
風
し
ん
抗
体
価
検

査
」
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

県
中
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健

局
（
℡
２
３ｰ

３
１
４
５
）

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
最

も
多
い
「
肺
炎
球
菌
」
に
よ
る
感

染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

平
成
30
年
度
ま
で
、
助
成
対
象

と
な
る
の
は
「
生
涯
に
１
回
」
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
へ
の
接
種
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か

ら
５
年
間
、
５
歳
刻
み
の
年
齢
の

人
を
引
き
続
き
助
成
対
象
と
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
者
に

は
、
４
月
上
旬
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

券
と
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

■�

対
象
者　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
（
過

去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
済
み
の
人
を
除
く
）

①
平
成
31
年
度
中
に
、
65
・
70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０

歳
以
上
の
い
ず
れ
か
に
な
る
人
②

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
内
臓
系

基
礎
疾
患（
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
障
が
い
）
の
あ
る
人

■�

助
成
期
間　
４
月
１
日
（
月
）
～

平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
３
月

31
日
（
火
）

■�
自
己
負
担
額　
３
千
円

　

�（
接
種
費
用
７
９
０
０
円
の
う

ち
、４
９
０
０
円
を
町
が
助
成
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
金

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■�

そ
の
他　

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
免
疫
が
で

き
る
ま
で
約
３
週
間
か
か
り
ま

す
。
効
果
は
、
少
な
く
と
も
５
年

間
持
続
し
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
・

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

【申し込み・問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5375）

活発な意見交換を行う参加者
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入
院
時
の
食
事
代
が
安
く
な
り
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

区
分
に
応
じ
て
入
院
時
の

食
事
代
が
安
く
な
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

医
療
費
の
ほ
か
に
入
院
時
の
食
事

代
も
安
く
な
り
ま
す
。

　

提
示
し
な
い
と
き
は
、
１
食
当

た
り
４
６
０
円
で
計
算
さ
れ
ま
す

が
、
提
示
す
る
と
区
分
に
応
じ
て

下
表
の
と
お
り
に
減
額
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

支
払
い
後
の
差
額
受
け
取
り

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
提
示
せ
ず
に
入
院
時
の
食

事
代
を
既
に
支
払
わ
れ
た
人
は
、

食
事
代
の
差
額
の
申
請
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
と
、
差
額
分
の
受

け
取
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
が
未
交
付
の
場
合
は
、
併
せ

て
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
手
続
き
後
は
、
食

事
代
の
差
額
を
受
け
取
る
ま
で
に

時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
入
院
費

を
お
支
払
い
に
な
る
前
に
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
申
請
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■�

申
請
場
所　

役
場
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
支
所

■�

申
請
に
必
要
な
も
の　
▽
限
度

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
を
す
る
と
、
入
院
時
の
食
事
代
が
安
く
な

り
ま
す
。
提
示
を
せ
ず
に
既
に
支
払
わ
れ
た
人
で
も
差
額
の
受
け
取

り
が
で
き
ま
す
の
で
、対
象
と
な
る
人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一般
（住民税課税世帯の人）   460 円※

住民税非
課税世帯

（低所得Ⅱ）
（区分オ）

過去 12 カ月で
90 日以内の入院 210 円

過去 12 カ月で
91 日以上の入院 160 円

住民税非課税世帯（低所得Ⅰ） 100 円
※一部 260 円の場合があります。

【問い合わせ】役場健
康推進課（℡ 35-5372）

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
申
請
＝
保
険
証
、
印
鑑

▽
食
事
代
の
差
額
の
申
請
＝
保

険
証
、
印
鑑
、
通
帳
、
入
院
時

の
領
収
証

【入院したときの食事代（1食当たり）】

町地域の安心安全見守り事業に関する情報交換会

　「町地域の安心安全見守り事業に関する情報
交換会」が 2 月 26 日、役場で開催されました。
　会には、同事業に関する協定書、または中山
間集落見守り活動協定書を交わした事業所や町
内駐在所、町社会福祉協議会などが参加し、日
頃の活動報告や情報交換を行いました。
　これらの事業や活動は、事業者と行政が連携
し、住民の日常生活における異常などを早期発
見できる体制づくりを目的としたものです。
　会ではまず、県とっとり暮らし支援課が、県
の中山間集落見守り事業の取り組み状況や、進

む高齢化社会の中
で、独居高齢者や
障がい者の増加に伴う見守り活動の必要性に
ついて説明。続いて、参加事業所による日々
の心がけや見守り活動の実施状況などについ
て報告が行われました。
　また、駐在所の職員は「住民の様子や住居に
普段との違いを感じたときは、安否確認のため
にも通報してください」と喚起。参加者は意見
交換を通して、住民がより安心して生活できる
地域づくりの重要性を再確認していました。

連携し、住民の異常を早期発見
【問い合わせ】役場総合福祉課（℡ 35-5390）

活発な意見交換を行う参加者
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　町では、防火および防災活動、広報活動などに従事い
ただける消防団員（男性・女性）を募集しています。平
成 31 年３月現在、定員に対して 19 人の消防団員が不
足しています。私たちの町を火災などの災害から守るた
め、一緒に活動しましょう。
■�応募資格　町に在住または在勤の 18 歳以上の人で、

健康で消防職務を遂行し得る人
■��処遇　報酬、費用弁償、公務災害補償および退職報償

金の支給制度あり
■��業務内容　▽火災時における消火活動および広報活動

▽災害時における巡回および広報活動▽定期的な訓練
および機器の点検▽出初式や消防ポンプ操法大会など
の消防団が主催する行事への参加
■��募集期間　定員に達するまでは随時募集しています。

詳細についてはお問い合わせください。

消防団員

募集

　
固
定
資
産
税
の
評
価
お
よ
び
課
税
を
適
正
に
行
う
た
め
、
納
税
者
ま
た
は
納

税
義
務
者
が
固
定
資
産
の
価
格
な
ど
を
確
認
で
き
る
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
縦
覧・閲
覧
で
き
る
場
所
は
、
役
場
町
民
課
お
よ
び
各
支
所
で
す
。

【問い合わせ】
役場町民課（℡ 35-3117）

評
価
額
や
資
産
内
容
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

　

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
、
縦

覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
人

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
土
地
の
み
の
納
税
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
み
の
納
税
者

は
家
屋
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

■�

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
月
１

日
（
月
）
ま
で

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■�

必
要
な
も
の

▽�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

■
手
数
料　
無
料

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
自
己
の
資
産
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
借
地
人
や
借
家

人
も
、
借
用
物
件
の
課
税
台
帳
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
に
納
税
通
知
書
と

一
緒
に
お
届
け
す
る
「
課
税
明
細

書
」で
も
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

■�

閲
覧
期
間

　

年
間
を
通
し
て
可
能

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■�

必
要
な
も
の

▽�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

▽�

借
地
人
・
借
家
人
＝
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
と
、
借
地
人
・
借
家

人
の
身
分
証
明
書

■�

手
数
料　
１
件
当
た
り
３
０
０

円
で
す
が
、
上
記
縦
覧
期
間
中

は
無
料
で
す
。
課
税
台
帳
の
写

し
は
、
１
枚
10
円
で
す
。

縦
覧
制
度

閲
覧
制
度

　相続、贈与などで土地や建物の
所有者を変更した場合は、平成 31
年度から所有者が変更になります。
　引き続き口座振替での納税をご
希望の際は、新たな所有者名で口
座振替の手続きが必要になります
ので、ご注意ください。

平成 30年中に
所有権移転をした人へ

【申し込み・問い合わせ】　役場総務課（℡ 35-3115）
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ゆ
り
は
ま
家
族
の
日

入
賞
作
品
が
決
定

　

昨
年
11
月
の
「
ゆ
り
は
ま
家
族
の
日
」
に
合
わ
せ
て
募
集
し
て
い
た
、

家
族
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
、川
柳
、標
語
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【問い合わせ】
役場企画課（℡ 35-5311）

俳句・川柳・標語

【
一
般
の
部
（
俳
句
）】

　

柚
子
の
湯
に　

父
と
児こ

の
声　

響
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
節
子

【
一
般
の
部
（
川
柳
）】

　

三
世
代　

食
た
く
の
色　

華
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
智
恵
子

【
小
学
生
高
学
年
の
部
（
標
語
）】

　

親
せ
き　

近
所　

町
の
人　

思
い
合
え
れ
ば　

家
族
と
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泊
小
学
校
４
年　

井
口
旦
都

【
小
学
生
低
学
年
の
部
（
標
語
）】

　

六
人
で　

な
べ
を
か
こ
ん
で　

あ
っ
た
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泊
小
学
校
３
年　

山
口
聖
輝

最
優
秀
賞
作
品   
※
敬
称
略

【申し込み・問い合わせ】
役場企画課（℡ 35-5311）

まちづくり座談会を行っています
「まちの取り組みが知りたい！」に応えます

　町では、町民の皆さんに対し、町政に関する情報提供および意見交
換を行う「まちづくり座談会」を実施しています。希望される区や団
体は、ご希望の項目を選択いただき、役場企画課へお申し込みください。

●�生活関連　安心・安全なまちづくり、交通安全対策、
ごみの減量と分別（生ごみ堆肥化）、環境保全、戸籍・
住民基本台帳、マイナンバー制度、固定資産税、上下
水道の現状と課題、町道の現状と課題、消費者生活（詐
欺に遭わないために）

●�福祉関連　町立認定こども園概要と子育て支援策、国
民健康保険制度、後期高齢者医療制度、障がい者への
理解、介護保険制度、要介護状態とならないために、
高齢者・障がい者が安心して暮らせる地域づくり

●健康づくり関連　健診の大切さ、健康対策
●�産業関連　町農林水産業の現状と今後、日本型直接支

払制度、農産物加工所の利用、商工観光事業
●�教育関連　町民のスポーツ振興、歴史文化を後世に、

学力向上対策
●�その他　人権を考える、町の財政状況、音声告知機の

使い方、男女共同参画、ボランティア団体、まちづく
り、個人情報保護制度と情報公開制度、地方創生
※内容などの詳細は、町ホームページをご覧ください。

まちづくり座談会項目一覧
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日時　４月 25 日（木）
　13 時 30 分～ 15 時
場所　中央公民館泊分館
講師　高濱淑恵さん
　（管理栄養士）
持ち物　エプロン、手拭きタオル
参加費　500 円
定員　先着 20 人
申込期限　４月 18 日（木）
申し込み・問い合わせ　中央公民館泊分館

湯
梨
浜
文
芸

公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２-

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５-

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４-

３
０
１
１
）

今
月
の
一
句

信

館
民

通

ロ
ビ
ー
展

【中央公民館】
●�宇宙桜パネル展
　４月１日月～４月 14日日
【中央公民館泊分館】
●�アートフラワー展
　４月８日月～５月６日月

いきいき
健康教室

笑いヨガでリフレッシュ

春の

　当日申し込みによる参加も可能です。
日時　４月 23 日（火）10 時～ 11 時 30 分
場所　中央公民館羽合分館
講師　飯田雄介さん（あずま園職員）
持ち物　飲み物、タオル
定員�　先着 20 人
申し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館

旧国鉄倉吉線廃線跡
ウオーキング

原風景の中、
レールの上を歩いてみませんか

～手作りの和菓子と抹茶でひとときを～

日時　４月 19 日（金）８時 30 分～ 14 時
※雨天決行
集合場所　中央公民館および各分館
内�容　倉吉市役所関金庁舎から泰久寺駅

跡までの約 4.6 ㎞コース
持�ち物　動きやすい服装、飲み物、タオ

ル、ノルディックポール（お持ちの人）
参加費　1,900 円（昼食代、ガイド料など）
定員　先着 40 人
申込期間　４月３日（水）～ 15 日（月）
申し込み・問い合わせ　
　中央公民館または各分館

あ
や
め
句
会

早
春
と
い
ふ
不
確
か
な
湖う

み

の
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椋　

誠
一
朗

放
流
の
間
近
や
稚
魚
に
水
温
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椋　
　

則
子

鴨
の
名
を
一
つ
覚
え
て
遠
眼
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
前　

惇
子

引
鴨
や
野
外
授
業
と
な
る
湖
畔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
安　

節
子

春
め
け
る
湖
一
面
の
色
と
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絹
川
喜
久
子

空
晴
れ
て
湖
心
に
広
ぐ
鴨
の
水み

お脈　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
羽　

敬
子

下
萌
や
杖
を
頼
り
に
二
歩
三
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
木　

弘
子

犬
ふ
ぐ
り
芝
生
の
中
に
昼
の
星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

和
子

梅
林
や
蕾
の
先
の
淡
き
紅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

年
子

玄
関
に
春
を
待
ち
を
る
鮭
の
稚
魚　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
羅
加
代
子

早
春
や
あ
ま
た
の
鳥
の
憩
ふ
場
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

治

白
梅
の
さ
き
が
け
て
咲
く
狭
庭
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

立
木　

文
子

穏
や
か
な
日
差
し
溶
け
込
む
春
の
湖　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

恒
代

水
掻か

き
の
違
ひ
眼
下
の
鴨
に
知
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
田
鶴
子

春
一
番
運
び
く
る
も
の
奪
ふ
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

典
子

振休

和菓子作り教室
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／１日、８日、15 日、22 日

４月の特集コーナー
【町立図書館】
花と野菜特集　花や野菜作りなどに関する本を集めました。
「子�ども読書の日」特集　４月 23 日の「子ども読書の日」に合わ

せて、絵本や児童書の新作・名作を集めました。
【しおさいプラザとまり】
はじまり特集　入学や入社など、新生活に役立つ本を集めました。
【羽合図書室】
芥�川賞・直木賞特集　過去の受賞作品や候補作品など、話題になっ

た本を集めました。

図書館
だより

　民話や詩、小説などを参
加者全員で音読します。
■�日時　４月 20 日（土）
　13 時 30 分～ 14 時 30 分
■場所　町立図書館

大人の音読会

親お
や
も
り
う
た

守
詩
全
国
大
会
で
優
秀
賞

ギ
ュ
ー
と
チ
ュ
ウ
　
き
ょ
う
も
し
よ
う
ね
　
お
か
あ
し
ゃ
ん

　

第
６
回
親
守
詩
全
国
大
会
が

２
月
17
日
に
東
京
都
内
で
開
催
。

な
が
せ
こ
ど
も
園
２
歳
児
の
下
田

陽
花
ち
ゃ
ん
（
橋
津
）
が
、
定
型
詩

部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

『とっとり花回廊　山陰の四季折々』

今月の一冊

①図書館職員による絵本の読
み聞かせです。
■日時　４月 13 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　町立図書館
②「グー・チョキ・パー」の皆
さんによる読み聞かせです。
■日時　４月 20 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　羽合図書室

おはなし会

　

親
守
詩
は
、
子
か
ら
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
な
ど
を
五
・
七
・
五
の

定
型
詩
や
作
文
な
ど
の
形
式
で
表

現
す
る
取
り
組
み
。
受
賞
作
品
の

「
ギ
ュ
ー
と
チ
ュ
ウ 

今
日
も
し
よ

う
ね 

お
か
あ
し
ゃ
ん
」
は
、
親

子
の
日
常
会
話
の
中
で
発
し
た
言

葉
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

母
の
い
づ
み
さ
ん
は
「
入
賞
は

も
ち
ろ
ん
、
表
彰
式
で
大
き
な
声

で
返
事
を
す
る
子
の
姿
に
感
動
し

ま
し
た
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

喜びのピースサイン

千
熊
さ
ん
が
特
別
功
労
章
を
受
章

消
防
の
職
務
に
お
け
る
顕
著
な
功
績
が
評
価

　

こ
の
ほ
ど
、
県
消
防
協
会
の
会

長
を
務
め
る
千
熊
徹
夫
さ
ん
に

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
か
ら
、

特
別
功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
消
防
の
職
務

を
通
し
て
住
民
の
生
命
や
財
産
の

保
全
、
消
防
の
強
化
発
展
な
ど
に

寄
与
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
功
績
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

千
熊
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
町

消
防
団
に
入
団
し
、
そ
の
後
47
年

に
わ
た
っ
て
町
や
県
に
お
け
る
消

現在も活躍し続けられる千熊さん

防
の
職
務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
農
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
町
消
防
団
長
と
県
消
防
協

会
の
会
長
を
兼
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　毎年４月２日は、国連が定めた「世
界自閉症啓発デー」です。また、日
本では４月２日から８日までの１週
間を「発達障害啓発週間」とし、多
くの皆さまに自閉症・発達障がいを
理解していただく機会としています。
　自閉症・発達障がいは、脳機能の
発達に起因する生まれつきの障がい
ですが、周囲の理解や協力で本人の
負担を和らげることができます。
　町立図書館では、障がいへの理解
を深めてもらうため４月 11 日（木）
まで啓発展示コーナーを設置してい
ます。ぜひご覧ください。

特設コーナー
ご存じですか？
自閉症・発達障がい

　日本最大級のフラワーパーク「とっ
とり花回廊」の写真集です。四季折々
の花や、普段見かけない花などが収
められていて読み応え・見応え抜群
です。実際に訪れてみるのも面白い
かもしれませんね。

※ 22 ページの「人権教育シリーズ」
でも関連記事を掲載しています。
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町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡35-5369）

～変わるのは  相手じゃなくて  自分から～

人権教育シリーズvol.82

共に

生きる―

　

毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。
こ

の
日
は
、
世
界
各
地
で
自
閉
症
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
、
４
月
２
日
か
ら

８
日
ま
で
を
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
を
「
癒
や
し
」
や
「
希
望
」

を
表
す
青
色
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
内
で
は
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
が
４
月
２
日
、
米
子
市
公
会
堂

で
行
わ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
町

立
図
書
館
に
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

啓
発
を
行
い
ま
す（
詳
細
は
21
ペ
ー
ジ
）。

　　

発
達
障
が
い
は
、
し
つ
け
や
教
育
の

問
題
で
は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達
が
関

係
す
る
障
が
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
達
障
が
い
が
あ
る
人
に
は
、
そ
の
行

動
や
態
度
が
「
自
分
勝
手
」「
変
わ
っ
た

人
」「
困
っ
た
人
」
と
誤
解
さ
れ
、
敬
遠

さ
れ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
発
達
障
が
い
は
、
そ
の
特

性
を
本
人
や
家
族
、
周
囲
の
人
が
良
く

理
解
し
、
そ
の
人
に
合
っ
た
や
り
方
で

日
常
生
活
や
学
校
、
職
場
で
の
過
ご
し

方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
持
っ
て
い
る

本
来
の
力
を
し
っ
か
り
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
知

る
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
は
、
発
達
障

が
い
が
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
発
達
障
が

い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
発
達
障
害
啓
発
週
間

　
発
達
障
が
い
を
理
解
す
る

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

銅
経
筒
は
、
経
典
を
土
中
に
埋
納
す

る
際
に
、
経
典
を
納
め
る
た
め
に
用
い

た
容
器
で
す
。

　

平
安
時
代
後
期
、
釈し

ゃ
か迦
が
説
い
た
仏

教
の
教
え
が
廃
れ
、
世
の
中
が
荒
廃
し

て
し
ま
う
と
い
う
末
法
思
想
が
広
ま
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
釈
迦
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
56
億
７
千
年
後
、
釈
迦
の
化
身

で
あ
る
弥み

ろ

く

ぼ

さ

つ

勒
菩
薩
が
現
れ
、
人
々
を

救
っ
て
く
れ
る
ま
で
経
典
を
埋
納
し
、

保
存
す
る
動
き
が
広
ま
り
ま
し
た
。
伯

耆
一
ノ
宮
経
塚
か
ら
出
土
し
た
銅
鏡
筒

の
銘
文
に
は
「
康
和
５
（
１
１
０
３
）

年
10
月
３
日
」
と
、
埋
納
さ
れ
た
年
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

伯
耆
一
ノ
宮
経
塚
（
国
史
跡
）
は
、

宮
内
地
内
に
あ
る
倭
文
神
社
の
南
方
向

に
位
置
し
、
古
く
は
一
ノ
宮
の
祭
神
・

下し
た
て
る
ひ
め
の
み
こ
と

照
姫
命
の
墓
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
塚
は
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年

12
月
に
掘
り
起
こ
さ

れ
、
銅
経
筒
・
金
銅

仏
・
銅
鏡
・
桧
扇
・

短
刀
・
玉
類
・
銅
銭
・

漆
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

出
土
品
は
一
括
し
て
大
正
９(

１
９

２
０)

年
に
、
旧
法
に
よ
っ
て
国
宝
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
東
京
国
立

博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
銅
鏡
筒
が
国
宝
に
指
定
さ

れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
に
な
り

ま
す
。
国
宝
の
銅
鏡
筒
か
ら
型
を
と
り

精
巧
に
作
ら
れ
た
レ
プ
リ
カ
を
大
型
連

休
に
合
わ
せ
て
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
川　

伸
弘

◇「
国
宝
・
銅
鏡
筒
」
レ
プ
リ
カ
展
示
◇

日�

時　

４
月
27
日
（
土
）
～
５
月
６
日

（
月
・
振
休
）　

９
時
～
16
時

場
所　

倭
文
神
社
社
務
所
内

◇
伯
耆
一
ノ
宮
例
祭
◇

日�

時　

５
月
１
日
（
水
・
祝
）
▽
例
祭

＝
10
時
～
▽
新
幸
祭
＝
14
時
～

場
所　

倭
文
神
社

伯
耆
一
ノ
宮
経
塚
出
土
品
「
銅
経
筒
」

　

～
国
宝
指
定
か
ら
１
０
０
年
～

出土した銅経筒

国宝指定書の原本
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学んできた英語を生かしたり、スキルアップし

たりすることはもとより、新しい出会いや自分

に挑戦することもできますので、とてもいい刺

激にもなります。初級者も大歓迎ですので、自

分のレベルに関する心配は要りません。詳細は

下記のとおりですので、ぜひお申し込みくださ

い。多数のご参加をお待ちしております！

　また、本年度も町内の企業や団体を対象にし

た出張英会話講座を引き続き行います。希望さ

れる企業、団体やサークルと相談して、それぞ

れのニーズに合わせて回数を決め、内容と日程

調整などをしますので、興味がある人は、役場

企画課までお気軽にお問い合わせください。

♥TalkＪulianna's
ジュリアナ 　トーク

  　    国際交流員ジュリアナのお話コーナー

　
こ
ん
に
ち
は
、

協
力
隊
の
辺ぴ

ょ
ん

で

す
。
今
回
の
冬

は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し

た
ね
。
雪
を
警

戒
し
て
い
た
の
で
、
少
し
肩
透
か

し
を
食
ら
っ
た
気
分
で
す
。

　
さ
て
私
は
、
こ
の
３
月
で
協
力

隊
を
退
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
２
年
半
の
間
に
、
湯
梨
浜
ま

ち
づ
く
り
㈱
の
立
ち
上
げ
か
ら
運

営
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
協
議
会
へ
の
参
加
な

ど
、
多
く
の
業
務
に
携
わ
り
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

仕
事
で
き
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
協
力
隊
の
任
務
は

終
え
ま
す
が
、
町
で
暮
ら
そ
う
と

あ
れ
こ
れ
模
索
中
で
す
。
春
以
降

に
も
出
会
っ
た
際
に
は
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
今
後
も
鳥

取
、
湯
梨
浜
を
楽
し
み
ま
す
！

　
短
い
間
で
し
た
が
、
こ
の
間
出

会
っ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

進め！ ～地域おこし協力隊通信～
vol.37協力隊

　湯梨浜の皆さん、こんにちは♪

　割と温かい冬が終わって、やっと春になりま

したね。所々に咲いているかわいいお花、青々

と茂った草木やきれいな海に癒やされますね。

町の自然は、本当に魅力的だと思います。この

春は美しい風景を楽しみながらウオーキングや

グラウンド・ゴルフを楽しもうと思っています。

　４月 22 日は、自然環境問題や保護に対する意

識を高めるために設定されたアース・デー（地

球の日）です。町はとてもきれいなので、正直

に言えば、日常生活の中で自然環境問題や気候

変動をあまり意識することはありません。しか

し、ニュースで気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）が発表した報告書の内容を聞いたり、地

球温暖化の影響を分かりやすく説明してくれる

動画を見たりして、アース・デーの重要さを改

めて感じました。アース・デーといっても特に

何もしないかもしれませんが、普段から自分に

できることを考えていきたいと思います。

　さて、話が変わりますが、英会話教室受講生

募集のお知らせです！　ご存じの人も多いと思

いますが、町では毎年、無料の英会話教室を実

施しています。町の国際交流員と外国語指導助

手（ALT）が講師として参加するため、生の英

語と異文化に触れるいいチャンスです。また、

対象 町内在住または在勤の人

期間
５月 14 日～６月 25 日および
９月３日～ 10 月 29 日の毎週火曜日
※５月 28 日、10 月８日、10 月 22 日は休み

時間 小学生４～６年生クラス＝ 19 時～ 19 時 40 分
一般クラス＝ 19 時 50 分～ 21 時

場所 中央公民館羽合分館
定員 各クラス 20 人程度
応募期限 ４月 18 日（木）必着

申し込み方法
役場企画課および各支所に備え付けの応募
用紙でお申し込みください。応募用紙は町
ホームページからも取得できます。

申し込み・
問い合わせ 役場企画課（℡ 35-5311、℻ 35-3697）

アース・デー＆英会話教室
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　北溟中学校と東郷中学校の閉校式が３月９日、
それぞれの体育館で行われました。
　式では、宮脇正道町長が参加者へ「新中学校
になっても、生徒の皆さんに変わらぬ愛情を注
いであげてください」と式辞。生徒代表お別れ
の言葉では、北溟中学校の神谷歩実さん（東田後）
が「学校終わりに見た真っ赤な夕焼けやギュウ
ギュウに荷物の詰まったロッカーすら、今では名
残惜しいです」と、東郷中学校の杉井花雪さん（長
江）は「雨漏りなどをしている校舎も長い歴史が
刻み込んだ証だと思うと寂しくなります」と述べ、
青春を過ごした学び舎

や

との別れを惜しみました。
　式の最後には、校章が刻まれた学校旗の格納
が行われ、北溟中学校は 49 年、東郷中学校は
72 年と長きにわたる歴史に幕を下ろしました。

歴史の終わりと、新たな門出
町立中学校閉校式

　自死予防関係啓発事業「こころの健康づく
り講演会」が３月 12 日、役場で開催されました。
　会では、約 60 人の参加者を前に、鳥取大学
大学院准教授の竹田伸也さんが講演。うつ病
などの治療法として世界から注目を浴びてい
る「認知療法」について説明しました。
　竹田さんは「マイナス思考の根拠と矛盾点
を探る」「親しい人に置き換えてみる」など、
認知療法のキーワードである「考え方の幅を
広げる」ためのコツを参加者へ伝えました。

　東京大学による「東京大学フィールドスタ
ディ型政策協働プログラム（東大 FS）」の現
地報告会が３月９日、多世代交流センターゆ
るりん館で行われました。
　同プログラムは、学生が自治体に入り込んで
現地調査などを行い、地域課題の解決策を検討
するものです。昨年の８月から３人の学生が継
続的に来町し、関係者や住民への聞き取り調査
などを実施。報告会では「地域コミュニティー」

「新しい働き方」「交通の課題」をテーマに、多
様な観点からの研究成果を発表しました。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

上手なストレスとの付き合い方―
こころの健康づくり講演会

東大生と共に地域課題の解決へ―
東大 FS 現地報告会

全国で認知療法についての講演を行っている竹田さん

参加者からの意見を受け、フィードバックを行う学生

校長先生による
学校旗格納
→東郷中学校
↓北溟中学校
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※東大 FS の詳細は、東京大学ホームページ（http://www.u-tokyo.
ac.jp/ja/students/special-activities/h002.html）をご覧ください。



　子ども座禅会が３月 13 日、長和田地内の長
伝寺で行われ、４月に就学を迎えるとうごう
こども園の５歳児 20 人が参加しました。
　会では、はじめに交通安全や学業成就の祈
願、座禅の姿勢や呼吸法などの説明が行われ
た後、園児たちが実際に座禅を体験。約 10 分
間の精神統一を終えると、落ち着いた表情を
浮かべていました。

　町自衛隊入隊者激励会が２月 21 日、役場で
行われました。
　会には、４月に入隊予定の中原僚汰さん（長
瀬中部）と村岡未亜司さん（中興寺）のうち、
中原さんが出席。会では、中原さんによる堂々
とした決意表明が行われた後、町自衛隊家族
会から入隊者へ記念品が贈呈されました。
　入隊後の抱負について、中原さんは「将来は、
機甲科の部隊に入って、戦車の操縦をしたい
です」と、話されました。
　なお、中原さんは陸上自衛隊松山駐屯地に
一般曹候補生として、村岡さんは陸上自衛隊
米子駐屯地に自衛官候補生として入隊します。

　「日本海新聞ふるさと大賞 2018」の表彰式
が３月３日に役場で行わました。
　地域貢献賞には、まつざきこども園のビオ
トープの維持管理や稲作体験などを通した園児
への環境教育などに努める「松崎区長会」と、
東郷浪人踊の普及や羽衣天女伝説の伝承などに
取り組む土井𠮷人さん（長和田）が輝きました。
　スポーツ功労賞は、倉吉西高校の石笠のあ
さん（旭）と、絹見翼さん（長江）が受賞。
２人はいずれも、弓道で第 73 回国民体育大
会の遠的競技少年女子団体で総合１位を飾り、
第 61 回中国高等学校弓道選手権大会でも、見
事団体優勝を射止めました。

　湯梨浜文化大学閉講式が３月５日、中央公
民館で行われました。
　式では、皆勤賞 41 人と精勤賞 53 人の積極
的に活動した受講生へ賞状が授与されました。
　その後、心の元気講演家でオフィスうたこと
ば代表の石川達之さんがトーク＆ライブショー
を実施。地元ならではのエピソードを歌った方
言の曲などを披露し、参加者を楽しませました。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

スポーツと地域貢献の功績賛
たた
え―

日本海新聞ふるさと大賞 2018

町から２人が陸上自衛隊へ入隊
町自衛隊入隊者激励会

「健康でいるだけで得」と受講生を諭す石川さん

それぞれのステージでさらなる活躍が期待される受賞者の皆さん

自衛隊家族会会員などの関係者と中原さん（下段中央）

小学校入学前に、気持ちを整える

趣味を学び、交流深めた１年に幕

とうごうこども園　子ども座禅会

湯梨浜文化大学閉講式

静寂に包まれた本堂で精神鍛錬
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て
、
平
成
31
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

健
康
保
険
料
率
（
鳥
取
支
部
）
＝

　
９
・
96
㌫
→
10
㌫

▼�

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）
＝

　
１
・
57
㌫
→
１
・
73
㌫

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康

保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ

り
ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
３
月
１
日
の

支
給
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会

鳥
取
支
部

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
５ｰ

０
０
５
１
）

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
４
月
を
「
未

成
年
者
飲
酒
防
止
強
化
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
成
長
過
程
に
あ
る
未

成
年
者
の
飲
酒
は
、
本
人
に
と
っ

て
身
体
お
よ
び
精
神
的
に
大
き
な
リ

ス
ク
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
的

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
未

然
防
止
の
た
め
に
は
、
未
成
年
者
が

「
な
ぜ
自
分
た
ち
が
お
酒
を
飲
ん
で

は
い
け
な
い
の
か
」
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

学
校
で
の
教
育
の
ほ
か
、
家
庭
や
地

域
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
説
明
す
る

な
ど
、
大
人
の
責
務
と
し
て
社
会
全

体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
倉
吉
税
務
署

　
（
℡
２
６ｰ

２
７
２
１
）

　
平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
万
６
４
１
０
円
で
す
。
納

付
が
困
難
な
と
き
は
、
免
除
や
猶
予

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で

す
。
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
日
本
年
金
機
構
倉
吉

年
金
事
務
所
（
℡
２
６ｰ

５
３
１

１
）、
役
場
健
康
推
進
課
（
℡
３

５ｰ

５
３
７
２
）

　
４
月
か
ら
、
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４

カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
、
納
付
済
み
扱
い
と
な
り
ま
す
。

届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
役
場
健

康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

対�
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
人

必�

要
な
も
の　

母
子
手
帳
、
年
金
手

帳
、
本
人
確
認
書
類
、
印
鑑

問�

い
合
わ
せ　

役
場
健
康
推
進
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）、
日
本
年

金
機
構
倉
吉
年
金
事
務
所
（
℡
２

６ｰ

５
３
１
１
）

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
鳥
取
支
部
の
保
険
料
率
に
つ
い

員
を
新
た
に
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
４
人
程
度

応�

募
資
格　
以
下
の
全
て
を
満
た
す

人
①
町
内
在
住
、
ま
た
は
町
内
事

業
所
で
勤
務
し
て
い
る
人
②
18
歳

以
上
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
の

あ
る
人
③
平
日
開
催
す
る
年
数
回

程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

任�

期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
33

（
２
０
２
１
）
年
３
月
31
日
ま
で

応�

募
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
役
場
企
画
課
へ

持
参
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　
４
月
15
日
（
月
）
～

　
５
月
14
日
（
火
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
企

画
課
（
〒
６
８
２ｰ

０
７
２
３　

湯
梨
浜
町
大
字
久
留
19
番
地
１
、

℡
３
５ｰ

５
３
１
１
、
FAX
３
５ｰ

３

６
９
７
、
Ｅ
メ
ー
ルykikaku@

yuriham
a.jp)

　
大
会
要
項
・
参
加
申
込
書
は
、
町

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進

課
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

で
き
ま
す
。「
参
加
し
た
い
が
チ
ー

ム
が
組
め
な
い
」
な
ど
の
場
合
は
、

チ
ー
ム
を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　
５
月
15
日
（
水
）
～

　
10
月
下
旬
（
予
定
）

会
場　
東
郷
運
動
公
園
野
球
場

申
込
期
限　
４
月
26
日
（
金
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

町
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

役
場
町
民
課
窓
口
延
長

くらしの情報
information

　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
生
涯
現
役
社
会
の
受
け
皿
」
と
し

て
、
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
生
き

が
い
就
労
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
知
識
や
経
験
を
地
域
社
会
で
活

用
し
ま
せ
ん
か
。
入
会
の
受
け
付
け

や
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所

　
（
℡
３
５ｰ

４
１
３
０
）

　
町
で
は
、
東
郷
池
周
辺
の
地
域
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
東
郷

湖
・
未
来
創
造
会
議
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
東
郷
池
な
ど
の
景
観
の
魅

力
向
上
や
、
天
女
な
ど
の
素
材
を
活

用
す
る
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
う
委

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

募

集

お
し
ら
せ

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
の
変
更

未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
化
月
間

町
軟
式
野
球
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
参
加
チ
ー
ム

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

東
郷
湖・未
来
創
造
会
議
の
委
員

行政相談委員３人を委嘱
　４月１日付けで行政相談委員の委嘱替えが行われ、３人の委員が引
き続き委嘱されました。任期は平成 33（2021）年３月 31 日までです。
　毎月開催されている行政相談所の日程は『広報ゆりはま』の「く
らしの情報」でお知らせしています。
行政相談委員とは―
　総務大臣から市町村ごとに委嘱され、無償で皆さまから行政
サービスへの要望や暮らしの困りごとをお聞きし、解決のための
助言や関係機関への要望を行っています。

【問�い合わせ】役場町民課（℡ 35-5319）

戸羽  君男さん
（担当：泊地域）

瀨戸  隆行さん
（担当：東郷地域）

西原  定代さん
（担当：羽合地域）

日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、
町
税
・
水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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日
時　
４
月
21
日
（
日
）
７
時
～

※
小
雨
決
行
。
悪
天
候
に
よ
る
中
止

の
場
合
は
、
４
月
28
日
（
日
）
７
時

か
ら
実
施
し
ま
す
。

場�

所　
天
神
川
桜
づ
つ
み
公
園
東あ

ず
ま
や屋
、

東
郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
内
新
川
区

ト
イ
レ
付
近

問�

い
合
わ
せ　
天
神
川
流
域
一
斉
清

掃
実
行
委
員
会
事
務
局
（
国
土
交

通
省
倉
吉
河
川
国
道
事
務
所
内
／

℡
２
６ｰ

６
２
２
１
）

　
受
け
付
け
開
始
は
４
月
１
日
（
月
）

か
ら
、
受
診
期
間
は
６
月
３
日
（
月
）

か
ら
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
２
月

28
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
受
診
を
希

望
す
る
人
は
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
提
出
先
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

【
国
保
セ
ッ
ト
ド
ッ
ク
検
診
】

対�

象
者　
以
下
の
両
方
を
満
た
す
人

①
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
で
、

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
②
医
療
機
関
に
通
院
治
療
中

で
な
い
人
、
要
観
察
中
で
な
い
人

※
過
去
２
年
間
に
こ
の
検
診
を
受
診
し

た
人
、
ま
た
は
他
の
保
険
で
同
等
の
検

診
を
受
診
し
た
人
は
対
象
外
で
す
。

募
集
定
員　
先
着
１
９
０
人

検�

診
内
容　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

Ｍ
Ｒ
Ｉ

自�

己
負
担
費
用　

▽
70
歳
未
満
＝
１

万
５
千
円
▽
70
歳
以
上
＝
８
千
円

で
い
る
人
、
ま
た
は
保
護
者
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
人

※
申
請
に
当
た
っ
て
、
連
帯
保
証
人

が
２
人
必
要
で
す
。
連
帯
保
証
人
の

要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸�

与
期
間　
貸
与
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
年
度
の
４
月
か
ら
、
正
規

の
修
業
年
限
の
終
了
す
る
月
ま
で

償�

還
方
法　
奨
学
資
金
は
無
利
子
と

し
、
貸
与
終
了
後
15
年
以
内
に
年

賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還

申
請
期
限　
４
月
26
日
（
金
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

町
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
４
）

　
就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。
75
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に

な
っ
た
場
合
を
除
き
、
国
民
健
康
保

険
を
や
め
る
手
続
き
は
自
動
的
に
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

ま
た
、
離
職
・
退
職
し
た
場
合

や
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
一

度
に
支
払
う
国
民
健
康
保
険
税
が
高

【
長
寿
ド
ッ
ク
検
診
（
新
規
事
業
）】

対�

象
者　
以
下
の
両
方
を
満
た
す
人

①
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
３
月

31
日
時
点
で
77
歳
の
人
②
医
療
機

関
に
通
院
治
療
中
で
な
い
人
、
要

観
察
中
で
な
い
人

募
集
定
員　
先
着
10
人

検
診
内
容　
短
期
人
間
ド
ッ
ク

自
己
負
担
費
用　
５
千
円

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
健

康
推
進
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
、

℻
３
５ｰ

５
３
７
６
）

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
４
月
24
日
（
水
）
10
時
～
12
時

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館
相
談
室

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申�

請
要
件　
県
育
英
奨
学
資
金
を
平

成
30
年
度
に
予
約
申
請
し
、
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
人
で
、
次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
人

▽
高
等
学
校
な
ど
・
大
学
ま
た
は
専
修

学
校
の
専
門
課
程
に
在
学
す
る
人
▽
学

業
に
対
す
る
意
欲
が
あ
り
、
性
行
が
正

し
い
人
▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
▽
奨
学

資
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
日

の
１
年
前
か
ら
引
き
続
き
町
内
に
住
ん

額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
手

続
き
は
、
役
場
健
康
推
進
課
ま
た
は

各
支
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽�

や
め
る
場
合
＝
職
場
の
健
康
保
険

証
な
ど
の
保
険
加
入
日
が
分
か
る

も
の
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

▽�

加
入
す
る
場
合
＝
加
入
し
て
い
た

健
康
保
険
を
外
れ
た
日
が
分
か
る

健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
な
ど
、

印
鑑

※
手
続
き
の
際
は
、
世
帯
主
と
異
動

さ
れ
る
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）

　

引
地
の
大
伝
寺

で
３
０
０
年
以
上
続

く
、
毎
年
旧
暦
の
３

月
14
日
と
15
日
に

行
わ
れ
る
会
式
で

す
。
流
れ
勧か

ん
じ
ょ
う請
の
供

養
に
続
き
、
中
将
姫
の
徳
を
敬
っ
て

練
り
供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
本

堂
で
は
、
壮
麗
な
先
祖
追
善
供
養
、

施せ

が

き

餓
鬼
供
養
も
行
わ
れ
ま
す
。
境
内

に
は
露
店
が
並
び
、
地
元
の
中
学
校

２
年
生
に
よ
る
九
品
ば
や
し
の
演
奏

な
ど
毎
年
大
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
す
。

期
間　
４
月
18
日
（
木
）、19
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
九
品
山
大
伝
寺

　
（
℡
３
２ｰ
０
９
５
４
）

催
し
も
の

❶

くらしの情報 information

家

族

の

つ

ど

い

　春は、新生活のスタートに伴って新しい家電製品を使い始める機
会が増えます。しかし「電子レンジで卵を温めたら破裂してやけど
した」など、家電製品は使い方を誤ると、事故につながることがあ
ります。使用する前には必ず取扱説明書をしっかり確認し、正しく、
安全・安心に使用しましょう。また、使用中に異変を感じたら、す
ぐに使用をやめて販売店やメーカーに相談しましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）
　　　　　　中部消費生活センター（倉吉交流プラザ／℡ 22-3000）

家電製品の使用は正しく、安全・安心に―消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

　専門相談員が消費生活に関す
る相談に無料で対応します。お
気軽にご相談ください。
日�時　４月 12 日（金）、26 日（金）
※両日とも８時 30 分～ 17 時
場所　役場相談室３（別館１階）
問�い合わせ　役場産業振興課
　（℡ 35-5383）

中部消費生活センター
巡 回 相 談 日

各
種
ド
ッ
ク
検
診
受
け
付
け
開
始

国
民
健
康
保
険
の
切
り
替
え
手
続
き

【奨学資金貸与の月額】
区分 金額

大
学
国公立 45,000 円

私立 54,000 円

専修学校 45,000 円

高
校
な
ど

国公立 18,000 円

私立 30,000 円

九く

品ほ
ん

山さ
ん

会

式

町
育
英
奨
学
資
金
制
度

天
神
川
流
域
一
斉
清
掃
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※
土
日
を
除
く

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍り

ゅ
う
ほ
う
か
く

鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５-

５
３
７
５
）

　

女
性
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

託
児
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

日�

時
・
内
容　

▼
４
月
９
日
（
火
）

＝
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
▼
４
月
23
日

（
火
）
＝
ヨ
ガ

※
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時

場�

所　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
５
０
０
円

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
２
３
１
）

の
贈
与
・
売
買
、
不
動
産
・
商
業

登
記
、
成
年
後
見
の
申
し
立
て
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
財
産
管
理
、

家
賃
・
賃
金
・
売
掛
金
な
ど
１
４

０
万
円
以
下
の
民
事
紛
争
、
借
金

多
重
債
務
、
そ
の
他
身
の
回
り
の

法
律
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ　
県
司
法
書
士
会

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
４ｰ

７
０
２
４
）

　

公
正
証
書
作
成
に
か
か
る
遺
言
、

成
年
後
見
、
離
婚
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
21
日
（
日
）
９
時
～
14
時

場
所　
倉
吉
公
証
役
場

　
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

倉
吉
公

証
役
場
（
℡
２
２ｰ

０
４
３
７
）

日�

時
・
場
所　

▽
東
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
４
月
２
日
（
火
）
13
時
～
15
時

▽
役
場
泊
支
所

　
４
月
16
日
（
火
）
13
時
～
15
時

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
無
料
で

健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。
時
間
内
に

役
場
健
康
推
進
課
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
電
話
予
約
い
た
だ
く
と
、ス
ム
ー

ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。

日
時　
４
月
25
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

【
濱
田
珠
鳳
指
画
展
】

　
指
画
は
筆
を
一
切
使
わ
ず
、
指
や

手
の
甲
、
爪
な
ど
で
描
く
中
国
の
伝

統
的
な
画
法
で
す
。
日
野
町
出
身
で
、

日
本
で
唯
一
中
国
指
画
研
究
協
会
に

登
録
さ
れ
た
指
画
作
家
・
濱
田
珠
鳳

さ
ん
が
描
い
た
龍り

ゅ
う

や
牡ぼ

た
ん丹
な
ど
の
作

品
を
約
20
点
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間　
開
催
中
～
５
月
12
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ　
中
国
庭
園
燕
趙
園

　
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
０
）

日
時　
４
月
８
日（
月
）～
26
日（
金
）

　
13
時
15
分
～
14
時
15
分

【
つ
み
た
て
貯ち

ょ
き
ん筋
運
動
と
う
ご
う
教
室
】

日�

時　
毎
週
水
曜
日
14
時
～
15
時

場
所　
羽
衣
会
館

参
加
費　
５
０
０
円

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
ま
り
教
室
】

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

場
所　
泊
体
育
館

参�

加
費　
５
０
０
円

※
４
月
25
日
（
木
）
は
無
料

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
経
済
的
に
お
困
り
で
就
労
支
援
が

必
要
な
人
、
転
職
や
副
業
、
増
収
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能

で
す
が
、
な
る
べ
く
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日�
時　
４
月
４
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

※
当
日
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

場
所　
役
場
相
談
室
（
別
館
１
階
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
９
０
）

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
23
日
（
火
）
16
時
～
18
時

場�

所　

倉
吉
未
来
中
心
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
６
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

相�

談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
不
動
産

そ
う
だ
ん

健

康

相

談

日

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

遺
言
・
公
証
休
日
相
談

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

催
し
も
の

❷

運

動

教

室

レ

デ

ィ

ス

ポ

中
国
庭
園
燕え

ん
ち
ょ
う
え
ん

趙
園
イ
ベ
ン
ト

くらピー

よしピー

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
出
張
相
談

倉吉警察署
マスコットキャラクター

　倉吉警察署では、新たにマスコット
キャラクター「くらピー」と「よしピー」
を制作。広報や啓発など、さまざまな
場面で活用されます。
問い合わせ　倉吉警察署（℡ 26-7110）

　町では、家庭や地域、職場において女性が
より一層活躍し、男女共同参画社会の実現を
目指すため、女性活躍推進計画を盛り込んだ

「第４次ゆりはま男女共同参画プラン」を策
定しました。
　同プランは、昨年８月に発足した町男女共
同参画プラン策定委員会における５回にわた

第４次ゆりはま男女共同参画プランを策定

登場

る協議結果と、昨年９月に実施した町民意識
調査結果を反映したプランとなっています。
　なお、プラン策定に伴い、１月 28 日から
２月 15 日にかけて、プラン案に対するご意
見を募集しましたが、お寄せいただいた意見
はありませんでした。
問い合わせ　役場企画課（℡ 35-5311）

28広報ゆりはま



問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
心
配
ご
と
、
行
政
、
人
権
】

日�

時　
４
月
９
日
（
火
）
13
時
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

【
法
律
】
※
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
４
月
10
日
（
水
）
13
時
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
羽
合
支
部

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

件　数　    　　　件  　（３）
死　者　　    　　人  　（０）
重傷者　　    　　人  　（０）
軽傷者　　    　　人  　（４）

人　口    　　　　人　（－ 15）
おとこ    　　　　人　（－  5）
おんな    　　　　人　（－ 10）
世帯数    　　　　戸　（－  4）

16,954
8,133
8,821
6,205

１
０
０
２

人の動き ２月28日現在（前月比）

交通事故 ２月中まとめ（年間累計）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

くらしの情報

ごみの量 ２月（前年同月比）
家庭ごみ    　　　　㌧　（－  1）199

【２月のごみ分別優秀集落】
光吉、上橋津、小浜、筒地、泊２、泊３、
泊４、泊５、泊６、園、野方、白石、松
崎四、松崎五、小鹿谷、引地、麻畑、佐美

　スプレー缶・カセットボンベは中身
を使い切り、穴を開けてから「スチー
ル缶・スプレー缶の日」に出しましょう。

■搬出方法・収集日を守りましょう

informationくらしの情報 information

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

調査日
　１日

１１日

１８日

２７日

透明度
８０cm

１１０cm

１３０cm

１２０cm

東郷池透明度調査〔２月〕

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
10
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
15
日
月
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
20�
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
　
会
場
：
文
化
会
館

　
24
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

【
サ
ン
サ
ン
広
場
（
羽
衣
会
館
）】

　
16
日
火
10
時
～
ふ
れ
あ
い
リ
ズ
ム
遊
び

　
23
日
火
10
時
～
誕
生
会

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
）】

　
８
日
月
10
時
～
は
じ
め
ま
し
て
の
会

　
　
会
場
：
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

　
18
日
木
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
25
日
木
、
26
日
金
10
時
～

　
　
手
型
足
型
で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

広報ゆりはま掲載広告募集中

【問い合わせ】役場企画課（℡ 35-5305）

１号広告＝縦５㎝×横 18㎝　  月額 20,000 円
２号広告＝１号の２分の１　　月額 12,000 円
３号広告＝１号の３分の１　　月額　7,000円
※掲載できる広告は、町内の産業発展と住民生活の向上に資するものな
どに限り、広告の版にかかる責任および作成費用は広告主が負います。

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
７
日　
厚
生
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
14
日　
藤
井
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
21
日　
垣
田
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
28
日　
信
生
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
29
日　
厚
生
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
30
日　
藤
井
（
内
）・
清
水
（
外
）

【
休
日
急
患
診
療
】

内
科・小
児
科
（
中
部
休
日
急
患
診
療
所
）

　
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

歯�

科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）（
日
・
祝
）

　

�

▽
10
時
～
13
時
15
分
＝
県
中
部
地
域

の
開
業
小
児
科
医
が
当
番
制
で
診
療

▽
17
時
15
分
～
22
時
＝
県
立
厚
生
病

院
小
児
科
医
が
診
療

この大きさが１号広告（20,000 円）です♪

　４月 10 日（水）※回収区のみ
■４月の廃食用油収集日
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★

４

ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

H30.4.23 生まれ（久留西）
（登さん・裕子さん）

友野  美
みこ と
琴ちゃん

みんなのアイドル美琴　１歳おめでと　
すてきな笑顔をたくさん見せてね

H27.3.31 生まれ（上浅津北部）
（健太さん・沙綾花さん）

大西  春
はる き
輝ちゃん

４さいおめでとう　いつも たのしく
て やさしい はるくんが 大好きだよ

H29.4.9 生まれ（長瀬西部）
（玄一さん・絵理さん）

高橋  のどかちゃん
祝２歳　よく食べ、よく寝て、よ
く笑い　元気に大きくなってね

問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

■材料（４人分）
大根の葉…300g（大根３本分、
外葉は除く）ニンジン…60g、
生シイタケ…３個、牛肉細切れ
…200g、塩…少々、ご飯…４人
分、サラダ油…大さじ２、☆砂
糖…大さじ 1/2、☆酒…大さじ 1.5、☆しょうゆ…大
さじ２、☆みりん…大さじ１、☆だし汁…1/3 カップ
■作り方
①�大根の葉は１㎝、ニンジンは短冊に切って同時に

３分ゆで、水を切る。シイタケは細切りにしておく。
②�サラダ油で牛肉を炒める。①と☆の調味料を加え、

汁が少なくなるまで炒め合わせ、塩で味を調える。
③�丼にご飯を盛って、②を汁ごと乗せる。
■町食生活改善推進員羽合支部・長田さんから一言
　自分の畑でとれた大根を使って、孫に食べさせていた
ら、いつからか「また食べたいな」と言ってもらえるよ
うになりました。うれしくて、食卓の品数も増えました。

大根の葉牛丼
野菜たっぷりメニュー♪

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ
♪

H28.4.8 生まれ（門田）
（和徳さん・江梨子さん）

濱田  宗
そうすけ
介ちゃん

やんちゃだけど甘えん坊の宗介　大好
きな新幹線や飛行機に会いに行こうね

　
13
ペ
ー
ジ
掲
載
の
タ
ニ
タ
監

修
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
最
終

チ
ェ
ッ
ク
。
同
行
し
た
際
、
私

が
お
な
か
を
グ
ー
グ
ー
鳴
ら
し

て
い
る
と
、
店
舗
や
タ
ニ
タ
の

方
か
ら
「
実
際
食
べ
た
方
が
記

事
に
し
や
す
い
で
す
よ
ね
」
と

声
が
…
。
厚
意
に
甘
え
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
少
な
い
塩
分

量
、
低
カ
ロ
リ
ー
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
な

ご
ち
そ
う
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
広
報
担
当
な
ら

で
は
の
体
験
や
、
取
材
現
場

で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
優

し
さ
に
感
謝
し
な
が
ら
、
毎

日
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
い
に
ち
え
が
お

３・４

『広報とうごう』
昭和 55 年４月号

過去の広報紙
紹介コーナー 思い出の１ページ

タイムカプセル、50 年先へ―
　この年の４月、旧東郷町公
民館完成事業としてタイム
カプセルが収納されました。
　写真や書類、未来の人たち
に託す作文など、約 200 点
が納められたカプセルは、伯
耆一ノ宮経塚出土品の銅経
筒をイメージしたもの。50
年後の 2030 年の開封に向
け、長い眠りにつきました。

H29.4.25 生まれ（上浅津北部）
（健太さん・沙綾花さん）

大西  美
み さ き
沙季ちゃん

２さいおめでとう　元気いっぱいキュー
トな みさちゃん　大好きだよー

！
H27.4.27 生まれ（宇谷）

（俊幸さん・さおりさん）

桑田  すみれちゃん
ひょうきんで、優しいすみれにいつも
助けられています　４歳おめでとう

　お誕生日の記念に、わが子のかわいい写真を紙面に掲
載しませんか。住所・氏名・生年月日・保護者氏名・電
話番号・35 字程度のコメントを添えて、郵送、持参ま
たは電子メールで役場企画課にお申し込みください。掲
載後には、Ａ４版の拡大写真をプレゼントします。
※申し込み後、担当者が受領報告をします。申し込みか
ら５日を経過しても報告がない場合は、お手数ですが役
場企画課へご確認ください。
※Ａ４版の拡大写真は、画像が粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの写真を募集

【５月生まれの締め切り】４月10日水（先着順）

H29.4.21 生まれ（宇谷）
（俊幸さん・さおりさん）

桑田  かれんちゃん
たくさん笑って踊ってしゃべってくれるあなた
を見るのが癒やしです　２歳も楽しもうね

H28.3.26 生まれ（久留西）
（佑一さん・あいさん）

山脇  瑛
えい と
士ちゃん

３歳おめでとう　得意な変顔、おもし
ろダンスでみんなを笑顔にさせてね

★

♪
♪

！
♪♪

★
★

！
★

H30.3.6 生まれ（国信）
（聡太さん・香那さん）

磯江  咲
さ ら
来ちゃん

祝１歳　まねが上手な咲来ちゃん　
みんなを笑顔にしてくれてありがとう！

♪

!! ！

食生活改善推進員さんの♪


